
シトゥ『三十頌註』研究：チベット語の文字体系

班青東周・根本裕史

1 序

本研究は、古典チベット語文法学の代表的な論書の一つであるシトゥ『三十頌註』の読解に基
づき、チベット語の文字（yi ge）や助詞（tshig phrad）に関するチベット人自身の理解を明らかに
するものである。

著者シトゥ・チューキ・チュンネ（Si tu chos kyi ’byung gnas: 1699/1700–1774）は東チベット、
カム地方のデルゲ（Sde dge）出身でカルマ・カギュ派に属するシトゥ（si tu < Ch. situ司徒）八代
目化身である。ネパール（Bal yul）を二回、ラサを五回訪問し、ネパール人学者の下でサンスク
リット語を学んだ。さらに、ギェルモ・ツァワ・ロン地方（Rgyal mo tsha ba rong、現在の四川省
アバ・チベット族チャン族自治州）や雲南（Yun nan）を訪れ言語調査を行なったことが知られて
いる。サンスクリット文法学、サンスクリット辞書学、チベット語文法学、仏教学、医学などに
広く精通した学者であり、全 14秩に及ぶ著作集を残している1。

シトゥは 1729年から 1744年まで、十五年かけて『三十頌』および『性入法』に対する註釈を完
成させた。奥書2によると、この註釈が完成したのは 1744年 2月下旬である。サンスクリット文
法学の知識を用いてチベット語の用法を理論的に正当化しようとしている点は、シトゥ註の大き
な特色である3。シトゥ註の成立と共に、チベットではタティ・リンチェントンドゥプ（Pra ti rin
chen don grub: 17世紀末から 18世紀）の見解に従うタティ流（Pra ti’i lugs）と、シトゥの見解に従
うシトゥ流（Si tu’i lugs）という二大学派が誕生した。後代の文法学者達の内、例えばダルマバド
ラ（Dharmabhadra: 1772–1851）とヤンチェン・ドゥプぺー・ドルジェ（Dbyangs can grub pa’i rdo
rje: 1809–1887）はシトゥ流に属し、ツェテン・シャプドゥン（Tshe tan zhabs drung: 1910–1985）
とムゲ・サムテン（Dmu dge bsam gtan: 1914–1993）はタティ流に属する。この二つの文法学派の
伝統は現代でも続いている。

シトゥ註の奥書には以下のような題目が掲げられる。

Sum cu pa dang rtags kyi ’jug pa’i gzhung gi rgyas ’grel mkhas pa’i mgul rgyan mu tig phreng
mdzes（『三十頌』と『性入法』の理論に対する詳細な詳解：智者の首飾りの連珠）

本書はトンミ・サンボータ（Thon mi sam bho ta）4の『三十頌』および『性入法』に対する註釈であ
る。本研究ではこの内『三十頌』に対する註釈部分のみを扱う。連作の初回となる本稿では『三
十頌』冒頭の敬礼文に対する註釈と、文字論についての註釈を取り上げる。翻訳研究を提示する
前に、理解の助けとするための要語解説を与える。

1シトゥの生涯は Smith 2001: 91–93にまとめられている。シトゥの生年（1699/1700）をめぐる問題につ
いては Smith 2001: 290, n. 211を参照。

2班青東周 2021: 124f.を参照。
3シトゥは『カータントラ』（Kātantra）に対する註釈を著した。また、彼は『アマラ・コーシャ』（Amarakośa）

のチベット語訳改訂という大事業を行なっている。
4トンミ（Thon mi）の名はしばしば「トゥミ」（Thu mi）とも呼称される。シトゥは一貫して「トゥミ」

という呼称を用いる。名称とその由来をめぐる諸説については班青東周 2021: 116を参照。
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2 要語解説

ZbMoL>boJo sum bcu pa 『三十頌』： シトゥによれば、もともと『三十頌』は八章本（bstan bcos
brgyad）を構成する一つの章であった。全八章の内、『三十頌』および『性入法』として伝わる二
つの章を除いた他の六章は現存しない。sum bcu paという題目を「三十の ka系列文字について説
示する論書」という意味に取る解釈もあるが、シトゥは「三十の偈頌からなる論書」という意味で
理解する。なお、『三十頌』には、敬礼文（mchod brjod）と著作宣言（rtsom par dam bca’ ba）の
三詩節も含めれば、合計三十三の詩節が存在するが、それらの三詩節はシトゥによると幻の八章
本の全体を束ねるものであるので、『三十頌』本文からは除外される。

U`o<co yi ge「音節」「音素」「文字」： サンスクリットの aks.ara「音節」または varn. a「音素」に相
当する語。シトゥは yi geという用語を主に「音節」（/a/, /i/などの母音、/ka/, /kha/などのような子
音・母音の結合体）と「文字」（:oや ;oなど）の二つの意味で用い、まれに「音素」の意味で用い
る。シトゥ註を読解する際には、常に yi ge多義性に注意しなければならない。

\"oW`o ā li「a系列音」「a系列記号」： サンスクリットの āli（「aの列」）に相当する概念。サンスク
リットでは十四の母音（a, ā, i, ı̄, u, ū, r

˚
, r̄
˚

, l
˚
, l̄
˚
, e, ai, o, au）に、アヌスヴァーラ（aṁ）とヴィサルガ

（ah.）の二つを加えた十六の音が āliである。チベット語の場合には、/i/、/u/、/e/、/o/の四つの母
音を āliと呼ぶ。サキャ・パンディタはチベット語の/a/音も含め、合計五つの āliを認めるが、シ
トゥによればトンミ・サンボータが論じているチベット語の āliは/a/を除いた四つのみである。し
たがって、シトゥの見解によれば a系列音に/a/は含まれないことになる。さらに、それらの四つを
表記した （̀-i, gi gu「湾曲したもの」）、 b（-u, zhabs kyu「足枷」）、 c（-e, ’greng bu「立ち上がっ
たもの」）、 d（-o, rna ru / na ro「カモシカの角」）の四つの母音記号も āliという名称で呼ばれる。

1 #oW`o kā li「ka系列音」「ka系列文字」： サンスクリットの kāli（「kaの列」）に相当する概念。/ka/
から/a/までの三十音を kāliと呼ぶ。また、それらの音を表記した :oから \oまでの三十の基本文
字（ming gzhi）を kāliと呼ぶこともある。チベット語の kāliは子音（consonant）を含む要素であ
るとは限らないことに注意を要する5。なぜなら、その三十音の中には Toと \oによって表記され
る/a/も含まれるからである。

H1>=Zo dbyangs「母音」「母音記号」： サンスクリットの svaraに相当する概念。母音（vowel）の
ことを指す。例えば/ka/に含まれる/a/という音素がそれである。四つの āliを表記する （̀-i, gi gu
「湾曲したもの」）、 b（-u, zhabs kyu「足枷」）、 c（-e, ’greng bu「立ち上がったもの」）、 d（-o, rna
ru「カモシカの角」）という四つの母音記号を dbyangsと呼ぶ場合もある。

Z Dd<o srog「命」： dbyangsと同義で「母音」を意味する。サンスクリット音声論では、それ自体
で発声不可能な/k/などを発声可能にするために、子音/a/が「命」として吹き込まれるといった説
明が可能であるが6、シトゥはチベット語の文字体系については、そのような子音と母音の結合と

5Bacot (1928: 76)は『三十頌』第 4詩節（Bacot 1928および稲葉 1986では第 1詩節に相当）の āliを
voyelles（「母音」）、kāliを consonnes（「子音」）と訳し、稲葉 (1986: 320f.)も同様に āliを「母音」、kāliを
「子音」と訳す。Miller (1976: 33ff.)は Bacot 1928および稲葉 1986の研究を踏まえ、同詩節の解釈を詳しく
検討するが、āliと kāliをそれぞれ「母音」と「子音」とみなせるか否かという点については考慮していな
いようである。

6サンスクリット音素表に含まれる/h/などは単独では発声不可能であるため、発声のために a音が読まれ
るべきであるという説明が実際にサンスクリット文典『バーラ・マノーラマー』（Bālamanoramā）に見出さ
れる（キャット・川村 2022: 178, n. 9）。
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いう説明は適切でないと考える。

<ZWo1 >cHo gsal byed「子音」「子音等表記文字」： サンスクリットの vyañjanaに相当する概念。サ
ンスクリットでは三十三の子音（k, kh, g, gh, ṅ, c, ch, j, jh, ñ, t., t.h, d. , d. h, n. , t, th, d, dh, n, p ph, b, bh,
m, y, r, l, v, ś, s., s, h）を指す。シトゥの文法学では/ka/から/a/までの三十音（いずれも母音/a/を伴っ
た形である）と、それらを表記する :oから \oまでの三十の文字を gsal byedと言う。

M`=o<R`oming gzhi「基本文字」「基字」「基本音素」： :oから\oまでの三十の子音等表記文字（kāli）
をming gzhiとも言う。また、後置字や前置字などの他要素の導入先となる文字をming gzhiと呼
ぶ場合もある（例：LdHoにおける Lo、<^ +Loにおける <oなど）。混同を避けるため、本研究では前者
を「基本文字」、後者を「基字」と訳し分ける。さらに、『三十頌』の敬礼文（2ab）ではming gzhi
が「基本音素」という意味でも用いられる。

$ cZoT@b<o rjes ’jug「後置字（として使用可能な文字）」： 基字の後に置くことのできる <o -g、=o
-ng、Ho -d、Io -n、Lo -b、Mo -m、To -’(a)、Vo -r、Wo -l、Zo -sの十文字。実際に後置字として機能して
いない場合であっても、後置字として使用可能なこれらの十の文字を rjes ’jugと呼ぶことがある。

Z VVoL<M Yo slar bsdu「完結助詞」： 終助詞（rdzogs tshig）とも呼ばれる。単語や文の末尾に置かれ
る助詞である。話者の思考内容の終結を聞き手に理解させる働きを持つ。

'MoH1 >co rnam dbye「格」「格接辞」： サンスクリットの vibhakti7に相当する概念。属格や具格な
どの格（case）そのものを指す場合もあれば、属格助詞や具格助詞などといった、それらの格を表
示する言語的要素を指す場合もある。第一格〈語形のみの提示〉（ngo bo tsam ston pa）から第八格
〈呼びかけ〉（’bod pa）まで、合計八つの格が存在する。

3 翻訳研究について

ここに提示する翻訳は、共著者の一人である班青東周の 2021年広島大学提出学位請求論文「チ
ベット語古典文法書『シトゥ大註』の研究」の付論（pp. 123–320）に提示したシトゥ『三十頌註』
翻訳研究を大幅に改稿したものである。本研究では青海民族出版社より刊行された下記の洋装本
を底本とする。

Karma si tu’i sum rtags ’grel chen mkhas pa’i mgul rgyan mu tig phreng mdzes (司都文法詳解).
Xining: Mtsho sngon mi rigs dpe skrun khang. 2001.

この他にシトゥ・チューキ・チュンネ著作集（gsung ’bum）に収録されるテクストや、独立のペ
チャ（dpe cha）8が存在するが、いずれも重要な異読情報を与えるものではない。

シトゥ自身が与える科文（sa bcad）に従って段落分けを行なった上、さらに訳者の判断で任意に
小段落に分割し、チベット語本文と訳文を提示した。『三十頌』の詩節番号はGraf (2019: 447–452)
に従った。

7パーニニ文法学では、vibhaktiという術語は名詞語尾だけではなく、動詞語尾を指す術語としても使用
され、さらには第二次接辞（taddhita）に対して同じ術語が適用されることがある（川村 2021: 54, 60, n. 7）。

8BDRC（Buddhist Digital Resource Center）のウェブサイトには少なくとも三種の出版地不明・出版年不
明のペチャが公開されている（W1NLM1045, MW1KG12674, W2KG210028）。
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4 翻訳研究

[0]

[01]

XcZo1 >T`oH;=`WoT;dVo'MoJVoL1FoLoIMoM;T`oMGToU`oMbo<Ĥo>In n
<>`<o>VoT@WoLT`oT<(WoMcHoLVdoM=ToT@MoJT`oH1>=ZoZd<ZoHJTo9'MZo;=`Zn n
%<o5[oL<KcIoTdZoRLZo;=`o?bo<\@cZoWo?<ZoT;dVoWdT`o.WWoKDIoU=on n
HIIoJo;doIZo[ d=ZoJT`oT@`<ZoTKDd<o9";=T`o<N VoLdoWoL5[HoIZn n10

虚空の果てを周縁とする多様な所知の集合を一挙に認識する11

錯誤のない叡智を具備しマンジュシュリー（文殊）などの勇者達でさえも
常に祟拝すべきお方、そのお方の水蓮のようなおみ足に付着した輪の塵を
念想するだけでも無知の恐れを取り除く釈迦族の長（釈尊）に敬礼し

<=ZoV`T`o;DdHo;=`oM;ZoJo'MZn n
<lHoLT`o=<o<k@dVoWoL%cIoIZn n
HdIo!=`oMOIoA`HoVLo<ZWoZ VHn n
L&o\HdHo<8q=oTH`oH2F dWoLVo1 >n n

雪山チべットの学者達が
語られた言葉の結合に依拠して
対象の特質を解明できるようにするべく
この文法理論を〔私は〕註解することにしよう。

[02]

HcT=oTH`o<?HoGdZoFcn LH<o><o<`o<K dIoJZoT@MoHJWo)oLT`o,!HoZd<ZoZbo@`o9KVoWb=oL<KIoJoLR`Io;o

Lo>Io!=`oUbWoHLbZoZbo!̂VoJo9Zo9MIoA`Ho6qoW`oN"oL"`oV`<ZoWZo?dZo<\@d=oLT`o,@WoJdoOVo6qoH=VoLoV`MoJVo1>dIo
JoWZoA`oMo9KoLbVo2F<ZoJo'MoJVo<ZWoLn ,@WoJdo?cIoJdoM`T`o9ZTMoU=oIo<\@coLdoM`o<(IoJo<6qWoH:ToLo
'MZoWb<Zo<A`Zo;=`oZ DdWoLS=oJdT`oWMo6qoIIo!=`ZoZ Dd=oR`=on MPToLoH=oM`oMPToLoH=oLVoMo'MZoWo
Gb<ZoVLo5[o<FdMZoJT`o0>d<ZoZboMo9ZZ=oLT`o0>`VoX`Io5[oH I=oLT`oL:To; D`MZoLNIoJdT`o<IZoWZoM=ToTd<oJo

'MZoTHToLT`o<?LZoMcHoJoH=on 0>` oH=oI=o<`o1>oLT`o<IZoGMZo>HoMoT?dWoR`=oT<(<ZoJoMcHoJVo
H/>HoJo<ZbMo!=`Zo<FIoWoTLcLZoX`=oMP=ZoJVo2F<ZoJo'MZo;=`Zo;==oH<d=ZoJT`o<F`=oHJd<oJoMcHo

9刊本に HJToとあるが誤記と思われる。木版本や手書き写本にしたがって HJWoに訂正する。
10シトゥは冒頭の四詩脚を自ら次のようなサンスクリットに訳している。ākāśāntapradhikaśabalaṁ [sic.]

man. d. ala[ṁ] jñeyatāyāh. [sic.] mānābhrāntaih. [sic.] dhı̄rair yugapad mañjughos.ādivı̄raih. | cakrāmbhoje sthitam api
rajo nityasevārhapāde śākyaśres.t.haṁ mūd. habhayaharaṁ smr

˚
tyamātren. a [sic.] natvā ||

11所知の全体（shes bya’i dkyil ’khor, *jñyeyaman. d. ala）を一挙に認識する知といえば仏陀の一切相智もしく
は智慧法身のことである。SDV D 14b6 (cf. Eckel 1987: 102): mkhyen pa’i skad cig gcig gis ni || shes bya dkyil
’khor kun khyab can || yon tan rin chen tshogs ting ’dzin || bsam gtan bsam mi khyab pa’i rten ||（「全ての所知の
集合を一刹那の智慧によって包摂するものであるので〔法身は〕宝のような功徳の集積と思議を超えた三
昧と静慮の拠り所である。」）TS k. 3449: ekajñānaks.an. avyāptanih. śes.ajñeyaman.d. alah. | surāsuraśiroratnabhūtah.
siddho ’tra sarvavit ||; TS D 125b6f.: shes bya ma lus pa yi tshogs || shes pa’i skad cig gcig khyab mdzad || lha
dang lha min gtsug nor bur || gyur pa’i kun mkhyen ’di grub ’gyur ||（「ここで一切智者は、全ての所知の集合
を一刹那の智慧によって包摂する者であるので、諸天と阿修羅の冠の宝石のような存在であることが確立
する。」）



シトゥ『三十頌註』研究：チベット語の文字体系（班青・根本） 81

JT`o0>`Vo<AMoJdo<KcoZDd=oLNIo<AMoJdoRcZoMOIo<FIoJVo2F<ZoJoA`Ho<\@coH2 qT`oHJWo6qoXVoFdn n

さて、以下のように伝え聞く。我らの教主（釈尊）が『聖文殊師利根本タントラ』などで予言し
ているように、雪国（チベット）の中央地域にあるラデン（Lha ldan）12において、リッチャヴィ族
から護法の王達が次々に出現した。その内で、太陽のように広く知られる光り輝く大王、人々の
王、あるいは、調伏しがたい野蛮な人々を〔政教という〕二つの流儀の素晴らしい伝統の道（lugs
gnyis kyi srol bzang po’i lam）に向かうように懸命に指導（srong）し、親しい人も、親しくない人
も、中間の人も公平に扱って依怙贔屓しないので、非常に公明正大（btsan）な法律の及ぶ範囲から
臣民が逸脱する余地がなく、内外の全ての課題を混乱も誤りもなく三つの考察（dpyad pa gsum）13

によって解決し、賢者としてよく知られる者達ですらそのお考えの深さを測り知ることができな
いゆえに深奥（sgam po）なる、ソンツェン・ガンポ（Srong btsan sgam po）という美しい名前で
実に広く知られる者が人々の輝きとして現れた。

[03]

HcT`oO UoHcT`oM6qIoIoTHdIoM;ZoJVo2F<ZoJoM=oJdT`oHLbZoZboM`=o<`oU`o<coVLo5[oL$̀HoJoGboM`oZMo1Zd oFZn
?dZo;=`o,@WoJdo1>=o?bLoZcMZoHJT`oL:ToH=oV=oA`Ho1>=o?bLoM?d<o<`o<R dIoWMo; ?HoJVo>Io!=`oMGbZoTK<Zo
JT`oUbWo6qoL%dWoFcn J*I`Fo9ZoV`<oZc=o<coH=on L DMoScoW`oL`o:oVoZd<ZoL<KcIoIZo0>`oI=o<`oV`<oJoM=oJdVo
<k@=ZoX`=oL<KIoL>dZoM=oJdZoM2qWoLoL,@IoIZoZ VVo9Md<oJT`oO Un <?YoM;VoMoVbVoIo<oVT`oU`o<cVoHJco1>Zo

FcoLdHoU`<o<`o<Sb<ZoL)MZoFcoU`<oKbHo6qn ,@WoJdVo1>oH:T`oWMoWZoH I=ZoJT`oL<KdHoJZo?cHo6 qoL$dHo
JZoH<cZoX`=on V`MoJVoL<KIoL>dZoTH`oWoZd<ZoJoLdHo;=`oL&oU=oH<oJVo<k@VoLT`oL<KIoL>dZoL,@HoWo
Zd<ZoJoMPHoJZo<R<oWo<^HdIoMcoLFc<oJoLR`Io6qo9 ";=T`oL<KIoJo1>=o0 >d<ZoZbo,@ZoJT`oWMo! =`oGd<oMo<N=oLVo
!̂VoFdn nRcZo2F<ZoZdn n

その時、賢者として知られる多くの彼の側近大臣達の中で、とても素晴らしい響きのするお名前
を有するトゥミ・サンボータ（Thu mi sam bho ta）14が、法王菩薩（ソンツェン・ガンポ）のご命令
と自身の無上菩提に向けられた特別な誓願の力によって聖者の国（インド）にたどり着いた。そ
して、パンディタ・ラリクセンゲ（Lha rig seng ge）や婆羅門リピカーラ（Li bi ka ra）15などに親近
して内外の多くの学問を習得し、多くの論書を首飾りにして〔チベットに〕戻って来た。その時、
クンカルマル〔宮殿〕においてナーガリー（nāgarı̄）文字を手本にしてチベット文字の形を作った。

12『聖文殊師利根本タントラ』に現れるネーパーラ（Nepāla）という土地の名前がチベット語でラデン（Lha
ldan）と訳される。ラデンはチベットの都ラサ（Lha sa）の別名でもあり、今の記述でもラサを指している
と思われる。MMK 621.12ff.: nepālaman. d. ale khyāte himādreh. kuks.im āśrite || rājā mānavendras tu licchavı̄nām.
kulodbhavah. | so ’pi mantrārthasiddhas tu mahābhogı̄ bhavis.yati ||; MMK D 311a2f.: lha ldan yul zhes bya ba yi ||
gangs can ri yi nang gnas pa’i || rgyal po mi yi lha zhes pa || li tstsha bı̄ rnams rigs su byung || de yang sngags kyi
don bsgrubs te || longs spyod che dang ldan par ’gyur ||（「さらに、雪山の中に位置するかの有名なネーパー
ラ・マンダラ／神々の住まう土地［ラデン・ユル］において、人々の神である王がリッチャヴィの一族に生
まれるであろう。実に彼もまた、真言の意義を成就した者となり、大享受者となるであろう。」）

13仏教認識論においては、[1]直接知覚の内容と矛盾しないかどうか、[2]推理知の内容と矛盾しないかど
うか、[3]聖典の前後の記述と矛盾しないかどうかという三つの考察（dpyad pa gsum）に耐える言葉が、完
全に知覚不可能な対象（shin tu lkog gyur, *atyantaparoks.a）についての知識をもたらす有効な聖典として認
められる（Tillemans 1999: 37ff.）。しかし、ここで dpyad pa gsumという表現は単に「正しい考察」という
程度の意味で用いられているのであろう。

14既に示したように（fn. 4）、トンミ（Thon mi）の名はしばしば「トゥミ」（Thu mi）とも表記される。シ
トゥは一貫して「トゥミ」という呼称を用いる。

15サンスクリットの lipikāra「文字を作る人」に相当する。
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そして、最初の文字作品（yig phud）で、技巧的な様式（bya dka’i lam）16で表した讚詞17によって
王を讃えたので、王は喜んだ。さらに、この論書（『三十頌』と『性入法』）をはじめとする、チ
ベット語の言語協約の正しい使用に関する八章本（bstan bcos brgyad）18などを順に作成したので、
ちょうど闇の中で灯火を掲げると道の始まりが照らされるのと同じように、釈尊の教えが〔イン
ドの〕北方（チベット）に伝わる道の始まりが照らされた。

[04]

HcoWZoZbMo>boJoH=o%<Zo;=`oT@b<oJo<A`Zo;doIoHc=oZ=o<`oLVo6qoUdHo>`=on M;ZoL ]IoM=oJdZoT2FcWoLXHo

;=`o;bVoL V=ZoJZoHdIo<RIoH=o<RIo6qoTHdIoJT`o2 Vc<ZoLMo!=`oK Dc=oLVo!̂VoMdHn TdIoF=o'MoH/>dHoH=o9MIo
Jo;o>`<o<`ZoV`<ZoJT`oMHTo'dIo!=`ZoKb<oJZo<8q=oHdIoM=oJdoR`<oH/>`Zo0>`IoJVo! ^Vo>`=on KWo?cVoI`o
1>=o0>d<ZoTH`Vo<Nb<oW<o<A`Zo:oLVo6qoAMZoJT`oHL=oWZoLXHo, !IoH=oL<KIoL>dZo;=`oUIoW<o<RIoMo

O=oLT`o0>`VoM`o<ZWoLo'MZo;o; DWoT@WoLoNMoWZoHdIo6qo<IZoJVoMoM=dIoJZn LH<o9KoLbZoMGTo
<>`<o5[oLXHoJVoZ VoLoMoU`Io;==oL Vdo2FdZo;=`oIdVoH=o9MIoJo<RIoH<o<`Zo;==o?cHo6 qoL<?YWoLoH=on V=oA`Ho

<8q=o; ?HoJVo6 qoTK<ZoJoTH`oH<oWoT@b<oJVoTHdHoJT`o\HdoLoL%ZoJZo$cZoHJ<o<ZbMo! =`Zo@`o9KVoHJd<oJo
H2F dWoLVo1>Tdn n

それらの内、現存するのは『三十頌』と『性入法』のみである。これまでに数多くの学者達や愚
者達が講釈の任務を引き受けた結果、〔『三十頌』と『性入法』の〕意味を様々に解釈する一群の
論書が生まれた。ところが、ある賢者は論理という鋭い矢で射抜かれたことによって多くの論書
の内容を習得したけれども、ほとんどの人達は不明点について必要最小限のことを推し量るのみ
（kha khral ’jal ba tsam）であり、真相には達しなかったことが知られている（don du gnas par ma
mngon）19。その理由は、この北国（チベット）で〔政教に関する〕二つの学問がいずれも中途で
衰退したことにより、教導の伝統が断たれ、論書の他の部分の欠落が生じたためであった。それ
ゆえ、私のような者が確固として解明するのは容易ではないが、智慧という宝を持つ他の者達が

16次の脚註に示すように、トゥミは各詩脚が単一の母音のみ（/a/のみ、/i/のみなど）で構成される詩を作っ
たと伝えられている。「母音の限定」と呼ばれるこの技法はダンディンの『詩鏡』第 3章（KĀ III 83–87）に紹
介される。四種以下の母音・子音・調音位置で限定される詩は技巧的であり、作成困難である（dus.kara, bya
dka’）が、四種を超えるものは作成し易いとダンディンは言う。KĀ III 83: yah. svarasthānavarn. ānāṁ niyamo
dus.kares.v asau | is.t.aś catuh. prabhr.ty es.a darśyate sukarah. parah. ||; dbyangs dang gnas dang yi ge rnams || nge pa
gang ’di bya dka’ la || bzhi la sogs pa rab bstan ’di || gzhan ni bya sla dag tu ’dod ||（「母音、調音位置、子音に
関する四種などのこの限定が、作成困難な〔詩〕の中で好まれている。これが以下に例示される。その他は
作成が容易である。」）

17トゥミはソンツェンガンポを賛嘆する次のような詩を詠んだと言われている。Rgyal rab gsal ba’i me
long 89.14ff. (cf. 今枝他 2015: 128ff.): zhal ras gsal la rang mdangs gang ba bzang || gdams ngag zab la ma chad
tha dad dang || las ngan bag chags thams cad bsal mdzad pa || ’phags pa ma pham yang dag dam pa la || bde gshegs
bden nges ye shes te || ting ’dzin zhi nyid rig cing gzigs || nyon mongs tshogs bcom mgon po mchog || dug gsum
bdud ’dul kun tu thul || spyan ras gzigs dbang thugs kyi sras || srong btsan sgam por mtshan gsol ba || chos rgyal
khyed la phyag ’tshal lo ||（「あなたのお顔は光輝き、生まれながらにして満ち足りて見事な色合いをしてい
る。あなたの教えは深遠であり、途切れずして、しかも多種多様な内容を具える。あなたはあらゆる悪業を
潜在余力もろともに断じておられる。あなたは不滅にして最高の真の聖者であり、真理を確定する智慧を
具える善逝であり、三昧によって寂静の境地を認識・直観しておられる。あなたは煩悩の集積を破壊した至
高の守護者であり、三毒という魔を完全に調伏している。アヴァローキテーシュヴァラ［観世音］の精神を
継承するご子息であられる、ソンツェン・ガンポという名の、法を護る王よ、私はあなたに敬礼します。」）

18パリ・サンギェによると、トゥミが著した幻の八章本の構成は以下の通りである（Gab pa mngon phyung
40.2ff.）。[1] Yi ge’i rnam ’gyur gyi bzo stangs, [2] Ka mad sum cur bsgyur ba, [3] Sdeb sbyor sgrig pa’i gzhi ma,
[4] Thon mi’i mdo rdzi’i sgra mdo, [5] Sngags kyi bklags thabs mun pa sel ba’i sgron me, [6] Sum cu ba, [7] Rtags
’jug, [8] Klu dbang mgul rgyan.

19直訳は「真相に立脚するとは知られなかった」。
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殊更に請願し、また、自分自身がこの特別に素晴らしい〔文法学の〕学問体系に趣入したいとい
う意欲が湧いてきたので、三種の推理（rjes dpag gsum）20によって〔トゥミの文法学を〕どのよう
に理解できるかを明らかにしよう。

[1]

HcoWZoGd<oMVoZbMo>boJT`o<8 q=oT?HoJoWn L<KIoL>dZo)VMoJoWoT@b<oJT`oUIoW<oH=on L<KIoL>dZo
H=dZoZdn n

その最初に『三十頌』という論書を解説しよう。これに関して〔二点ある〕。[1]論書の著作に入る
ための要因、[2]論書の本体。

[11]

H=oJdoWn MOIo<RdZoJoH=oT!̂Vo0 ><o<d n

第一に関して〔二点ある〕。[11]題目の提示、[12]翻訳者による敬礼。

[111]

H=oJdoWoH=dZoH=on MOIoHdIoLXHoJn Hd<Zo<IZoH/>HoJo<ZbMoWZn H=oJdoI`n

,@o<Vo<?Ho6qn 1=$o:oVoEoM"YoWo5L`ioXHo7#oMn

LdHo<?Ho6qn Wb=o<KdIoJo)oLoZbMo>boJoRcZo1 >oLn

RcZoT1̂=oLo<Kcn 1=$o:oVoEoWb=o<KdIoJn M"YoWo)oLn 5L`ioXHoZbMo>boJn 7#oMoRcZo1>oLTdn n

第一に関して〔三点ある〕。[111]本文の提示、[112]題目の意味に関する説明、[113]疑問点につい
ての考察。第一（本文の提示）は以下の通りである。

インドの言葉で Vyākaran. atriṁśadnāma。
チベット語で Lung ston pa rtsa ba sum cu pa zhes bya ba。

vyākaran. aとは「文法学」であり、mūlaとは「根本」であり、triṁśatとは「三十」であり、nāma
とは「…という」である。

[112]

<A`ZoJoI`n <^HT`oMOIoA`HoWb=o6qo<KdIo>`=oWcTbo0>`oMo'MZo;=`oL%cIo<R`Vo!̂VoJo<=oR`<o<8q=oOHoXdoWdo:o
ZbMo>bVo<IZoJZoIoHco<?Ho>cZo1>Tdn n

第二（題目の意味に関する説明）。語の特徴を聖言（lung）として示すもの（ston pa）であり、後
続の諸々の章（le’u）21の拠り所となるものであり、なおかつ論書の長さが三十シュローカあるこ
とから、そのように呼ばれる。

[113]

20実在の力に基づく推理（dngos stobs rjes dpag）、一般的是認に基づく推理（grags pa’i rjes dpag）、信頼で
きる人の言葉に基づく推理（yid ches rjes dpag）の三種である。

21上述のように（0-3, 0-4）トゥミは八章本（bstan bcos brgyad）を著したと言われており、『三十頌』は
現存しない六つの章を含む大論書の中の一つの章である。シトゥはその各章を le’uまたは skabsと呼ぶ。
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[113.1]

<ZbMoJoI`n T<ToR`<oTH`o<?Ho6qn TH`o9KVoWc<ZoJVo<k @VoLT`oL&T`oM`=oL<KIoJoIo,@o<Vo<?Ho6qoRcZo<R dZo
V`<ZoJoMoU`IoFcn Hco9KoIoWc<ZoJVo<k@VoLoH=oL DWoLT`o,@o<Vo!=`o<?HoUbWoT;dVo?cIoJdoWoL%cIoJo'MZoZbo
T<(WoLZoTH`o9ZT`o<?Ho6qo%d<ZoM`o7qZoJT`o<\@dIoT@b<o<d nRcoIn

第三（疑問点についての考察）。ある人は次のように論じる。
（反論：）サンスクリット語の名称を示す時に「インドの言葉で」というのは合理的ではない。も
しそのようにするならば、サンスクリット語以外のインドの言語、すなわち、広くインドの諸地
方を拠り所とする〔俗語〕と混同されるので、これが神の言葉〔すなわちサンスクリット語〕で
あるとは理解できなくなるという過失が起こる。

[113.2]

R`LoMdVoH/>HoJT`oWb<ZoZboHd<ZoJo<\@coLoLHcIoMdHn TdIo;==oWc<ZoJVo<k@VoLoA`HoTK<ZoUbWo!=`oM;ZoJo
'MZoWoVLo5[o<ZWoR`=o<RIoH=o<RIo6qoHco9KVoM`IoJZo<\@coLdoKWoMdo?cT`o=dVo2F<ZoJoNMo<N VoLdVo1>ZoJo
H=on 1>=o0>d<ZoTH`VoZ=Zo,@Zo;= `oL<KIoJo@`o<FcHo>`<o<N=oLoKWo?cVoTK<ZoJT`oUbWoIZoTd=ZoJoXZo?co
LZoUbWo;b=ZoZbo1>ZoFcn M;IoJdoA`HoH=o0>`oIZoWdoN"oLo'MZo;=`Zo;==oL$dHoJoU`IoR`=on M;IoJdZoTH`Vo
I`oU`o<coH=o<McLo5[o<k@dVoLo'MZoTK<ZoUbWoLoHJcVoMPHoJoA`Ho;=`o;b=Zo<KdIoJT`o?cHo6qT=oU`IoJZo<\ @dIoMcHo
Hdn n

（答：）精緻な分析法のもとでこのような疑問が生じるのは実に尤もなことであるが過失はない。
[1-1]なぜなら、まさにそれがサンスクリット語であることはインドの学者達にとっては自明であ
るが、他の人々にとってはそうではないので、一般の人々の視点に立って、何が周知されている
かという基準のみ（grags pa tsam）を主に考慮して、まさに親教師（トゥミ・サンボータ）は〔そ
のように〕表現し、後に翻訳官達も〔そのように〕表現するようになったからである。[1-2]また、
ここ北方（チベット）で見られるほとんど全ての仏説は聖地（インド）から伝来したものが大部
分であることから、〔インドという〕地名に由来〔する名称を用い〕て、彼らは〔そのように〕表
現しているからである。[2]さらに、ここで親教師（トゥミ・サンボータ）は〔『三十頌』や『性入
法』で規定される〕文字（yi ge）22や〔これらの論書で使用される〕韻律（sdeb tu sbyor ba）23が聖
地（インド）のものを手本にしていることの根拠を示そうとしているためでもある。

[113.3]

U=o)oLoZbMo>boJoRcZoJT`o<?LZoZbn KWo?cVo!=`Zo1#oW`oZbMo>boL$ dHo1>T`o<N VoLdVo<KdIoJT`oHdIo6qoL1FWo>`=on
T<ToR`<o<`ZoIoUMo6qoXdoWdo:oZbMo>boNMoR`<oUdHoJT`oHdIo6 qT=oL:dHoHcn NoMo9KVoIo%<ZoT@b<oWT=o
ZbMo>boJT`oM`=oT@b<oJVoGWoFcoZbMo>boJVo1 #oW`oZbMo>bT`oO T<oK DHo'MoH1>coZd<ZoL<KIoWn %<ZoT@b<o5[o
HcT`o%<Zo;=`oH1>coLoZd<ZoL<KIoJZo<A`Zo:Vo1 #oW`oZbMo>bT`o1>oLo<KdIoJVoMAMoJT`o0>`Vn <RIoU=oLdHo;=`o
L&o<k@dVoLT`oL<KIoL>dZo)VMoIo1#oW`oZbMo>boL$dHo1>T`o<N VoLdVoMcHoJoI`o?cZoM`oV`<ZoJZo)oLoL,@HoJdoGMZo
>Ho;==oM`=oHcZo;?LoJVoLRcHoIoI`oTH`VoHM`<Zo;=`Zo<H<ZoJoHdIoMcHoHdn n

22シトゥは yi ge（Skt. aks.ara）という用語を「音節」（/a/, /i/などの母音、/ka/などの子音・母音の結合体）
と「文字」（:oや ;oなど）の二つの意味で用いる。『三十頌』で主に論じられるのは、文字の結合法と、文字
の結合に基づいて形成される助詞の用法である。

23『三十頌』の詩節は各七音節の – – | – – | – – –というリズムで構成される詩脚からなる。シトゥはこの
韻文形式を「韻律」（sdeb tu sbyor ba）と呼んでいるのであろう。
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さらに、「三十頌」という〔題目に関する〕問題について大半の人々は「三十の ka系列文字（kāli）
を主要な主題として説示するもの」という意味で解釈する。また、ある者は無思慮に（na yam du）
「三十シュローカを有するもの」という意味であるとも説示する24。しかし、もし前者の通りなら
ば、『性入法』にも「三十頌」という名称が適用されることになってしまう。なぜならば、『三十偈』
においては三十の ka系列文字と関係した助詞（tshig phrad）や格（rnam dbye）などが説かれる一
方で、『性入法』においてはそれらの〔ka系列文字の〕性（rtags）の区分などが説かれるので、両
方とも三十の ka系列文字の機能（bya ba）を説示する点で共通するからである。さらにまた、およ
そ何であれチベット文法学の論書が著作される時には、それが三十の ka系列文字を主要な主題と
しないなどということは極めて不合理であるので、八章からなる根本論書（rtsa ba brgyad po）の
いずれにもその〔「三十頌」という〕名称があまねく行きわたることを〔その論師は〕お認めにな
るであろう。だが、もしそうであるとすれば、本書を特別に〔「三十頌」と〕命名するのは無意味
であることになる。

[113.4]

0>`oMZo0>d<ZoNMoM=dIoJVo<N=oU=on TH`VoM?dHoL$dHoZd<ZoGMZo>HoL2F=ZoJT`o<8q=oOHoXdoWdo:oZbMo
>boZdo<ZbMoT1̂=oLZoZbMo>bo;doIVoMoT2F `<o<KcoZbMo>boNMoRcZoWMo<KdVoLT`oT2F dIoJdo9KVoOMoO VMo1>cHoH<dZoJo
MoU`IoFcn M?dHoL$dHoH=o)VMoJVoHMoL>ToLoI`n <?LZo<RIo!=`oGbIoMd=oLoU`IoJo%<ZoT@b<oWoHcoMcHo
JZo<ZWoR`=on ZbMo>boJoI`n

U`o<co\oW`o1 #oW`o<A`Zn n

Zd<Zo<?LZoH=oJdoA`Ho;=`oGbIoMd=oM`IoJT`oL$dHo1>oO T<ZoL>HoZbMo>boA`Ho;=`Zo*V<ZoJZo2F=Zo=cZoJT`o<Ado
IZoLF<ZoJT`o0>`VoVdn nHco9KoLZoIoNdIo?HoT2F cWo1>cHo'MZo;=` oL Vd o2F dZoZboMo?bHoJT`oWc<ZoLXHo<ZVoLo
TH`ZoH/>dHo9MIo'MZoL<oU=ZoZbo)UIoJVoMP VHo>`< n

後者は部分的に正しいと思われるが、本書で敬礼文をはじめとする全てを計算に入れると、論書
の分量は三十三シュローカになる25ので、三十のみであるというのは正しくない。また、「およそ
三十程度ではないか」などと言って、道に迷った客人のように定まらない考え（tsham tshom）を
抱くべきではない。というのも、敬礼文と著作宣言が〔『三十頌』以外の七つの〕他の章（skabs）
と共有のものであることは『性入法』にこれがないことから明らかであり、また、

「音節は a系列音（āli）と ka系列音（kāli）の二つである」[4a]

という文言で始まる第一章（skabs dang po）26のみに固有の主題はちょうど三十シュローカで完結
するので、数の確定という観点から「三十頌」という名称が付けられているからである。それゆ
え、かつての註釈家達が思いも及ばなかったこの新しい妙説27によって、どうか知者達は気ままに
戯れて頂きたい。

24題目の意味に関するこの二説はナムリン・パンチェンの註釈でも言及される。「三十頌」というのは、
第一の説によれば論書の主題（brjod bya）に基づく名称であり、第二の説によれば表現手段（rjod byed）の
形式に基づく名称である。ただし、第二の説は翻訳官ナムカ・サンポが一つの代替案（rnam grags）として
提示したものに過ぎず、ほとんどの註釈者（tı̄ ka mdzad pa phal cher）が前者の説を支持する（Legs bshad
snang byed 6a4f.）。

25冒頭の敬礼文なども含めると本書の分量が三十三詩節になるという点は、ナムリン・パンチェンの註釈
の中でも指摘されている（Legs bshad snang byed 6b6f.）。

26シトゥは現在伝わる『三十頌』を幻の八章本の「第一章」に相当するものとみなしている。
27この直前に示されているのがシトゥ自身の見解である。すなわち、敬礼文と著作宣言を除いた詩節数が

三十であり、その数が「三十頌」という名称の根拠となっている。
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[12]

<A`ZoJoT!̂Vo0><oWoH=dZoH=on MGToH/>HoHdn n

第二「翻訳者の敬礼」に関して〔二点ある。〕[121]本文の提示、[122]考察。

[121]

H=oJdoI`n

=<o<`oHL=o0 ^<oT@MoJT`oH1>=ZoWo0><oTOWoWdn n

RcZo<RdZoFcoL<KIoL>dZoTH`oH/>HoJo<ZbMo!=`Zo'MoJVoH<oJZo$cZoT@b<o'MZo;=`ZoTK<ZoUbWoIZoL<^!Vo

LT`oL<KIoL>dZo; ?HoJVoTK<ZoJo'MZoH=oMOb=ZoJVo9KoR`=oHdIo6qo<AcVoV`<ZoZdoRcZoTHdMZoJT`oHdIo6qo
GboM`oA`Ho;=`ZoL<^!VoLT`oMHdo,!Ho'MZo;=`oT!̂Vo0><oH=oMGbIoJVoTK<ZoJoT@MoHJWoWo0><oMPHoJTdn n

第一（本文の提示）。

言葉の自在者マンジュシュリーに敬礼する28。

本書は三種の推論に基づいて正当化されたものであるから、学習者達は聖地（インド）から〔伝
来して〕翻訳された優れた論書に等しいものとみなして、これを探究するべきである。このこと
を教示するために、トゥミご自身が翻訳したスートラやタントラにある翻訳者の敬礼文の場合と
同様に、彼は聖者マンジュシュリーに対する敬礼をなさっている。

[122.1]

<A`ZoJoI`n TH`VoWoWoR`<o<`ZoL<KIoL>dZoL<^!VoLoZd<ZoWoLVo?HoM`oT1 ^=oLT`o?cHo6qoWdoN"oLo'MZo;=`Zo

0><oMPHoJoH=o$cZoZboMGbIoJVoRcZo<kHcWoMdHn L Vdo'Wo6qo<IZoJZo<lHZoJoMoU`IoFcn Hco9KoIoL<KIoL>dZo
TH`o)VMoJoHcT`oOUTMoHcoWZoNdIo6qoHJcVo1>oTdZoJT`oWdoN"oLo6qoMoR`<oUdHoJVoTHdHoH<dZoX`=on

第二（考察）。これについて、ある人々は「かつて翻訳官達が論書の翻訳などに対する障碍を防ぐ
ために敬礼をなさったので、それに従っているのだ」と解釈する29。しかし、これはまともな知性
を持つ人が語る論説ではない。もしそうであるならば、この論書が著作された時点で、あるいは
それより以前に、模範とすべき翻訳官が複数いたと認めなければならないことになる。

[122.2]

HcoTHdHoIoLdHoU`<o<McLo<k@dVoH=oL>ZoJT=oGboM`ZoL)MZoJoWZo<RIo6qoUdHoJVo9 q<Zo;= `Zo;ZoL V=ZoJVo
Zd=oLZoLdHo;=`oHcLoGcVo8F`=oMo'MZoH=on ; ?cHoV=o<`ZoH I`Io?cIo! =`oL VdIoJdoGboM`o=on Zd<ZoH I=ZoJT`o'Mo
<R<oGMZo>HoLX`<oJVoGWoWdn n

また、もしそれを認めるならば、チベット文字も、さらにはチベット語の著作物も、トゥミ作成
のもの以外に既に存在していたと暗に認めることになってしまう。それゆえ、チベット古代史書

28稲葉 (1986: 315)は「言葉の自在者なる妙音に帰命し奉る。」と訳す。
29ナムリン・パンチェンがまさにこの見解を述べている。Legs bshad snang byed 6b3f.: smra ba’i dbang

phyug ’jam pa’i dbyangs la phyag ’tshal lo || zhes sbyar ba ni bstan bcos bsgyur ba sogs la bar chad mi ’byung
ba’i ched du lo tsā ba rnams kyis phyag mdzad pa dang rjes su mthun par smra ba ste |（「『言葉の自在者マンジュ
シュリーに敬礼する』という文言は、かつて翻訳官達が論書の翻訳などに対する障碍を防ぐために敬礼を
なさったので、それに従って語られたものである。」）
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や、あなた（ナムリン・パンチェン）自身が「恩惠深い大臣である私トゥミは、云々」30という文
言を引用して確立しようとした事柄が全て破壊されることになってしまう。

[122.3]

,!oMOIoTH`Zn M;IoJdZoGd<oMVoU`o<coL)MZoJT`o$cZoZboL&o\HdHoJT`o<8q=oWb<Zo'MZoL)MZoJoH=on

MHdoWoZd<ZoJoL<^!Vo>`=oZ VdLoMVoLXHoJZoWdoN"oLo'MZo1̂=oLT`o<doV`MoTH`o1>=oLVo!=`ZoX`< n

以上の理由により、親教師（トゥミ）が最初に文字を作ってその後に文法体系を作ってから、スー
トラなどを翻訳し、弟子に講説した結果、翻訳官達が出現するようになったというこの順序につ
いて良く学んで頂きたい。

[2]

<A`ZoJoL<KIoL>dZoH=dZoWn <8q=o\@`T`oUIoW<o5[oM?dHoJVoL$ dHo>`=oLXHoJVoHMoL>ToLn <?LZo
HdIoH=dZoZbMo>boJoA`Ho,@ZoJVoL<KIoJTdn n

第二「論書の本体」について〔二点ある。〕[21]論書全体（gzhung spyi）31の構成要素となる敬礼文
と著作誓言、[22]目下の主題（skabs don dngos）である『三十頌』そのものに関する詳説。

[21]

H=oJdoWoM?dHoL$dHoH=on LXHoJVoHMoL>ToLo<A`Zn

第一（敬礼文と著作宣言）に関して二点ある。[211]敬礼文、[212]著作誓言。

[211]

H=oJdoWT=on H:dIoM?d<o<ZbMoWo\@`Vo0><oTOWoLn 1>coL D<o5[oT@MoJT`oH1>=ZoWo0><oTOWoLn H<dZo
JT`oHL=o<`Zo%<oR`oLoWo0><oTOWoLn HI`Io<SdoLT`o0>`VoM;ZoJo\@`oH=o1 >coLD<oWo0><oTOWoLTdn n

さらに、第一（敬礼文）に関して〔四点ある〕。[211.1]三宝に対する一般的な敬礼、[211.2]特に
マンジュシュリーに対する敬礼、[211.3]必要性を鑑みたサダーシヴァ（rtag zhi ba, *sadāśiva）に
対する敬礼、[211.4]報恩を目的とした学者一般および特定の学者に対する敬礼。

[211.1]

H=oJdoWoH=dZoH=oMGToH/>Ho<A`ZoWZn

第一（三宝に対する一般的な敬礼）に関して [211.11]本文の提示、[211.12]考察の二点がある。

[211.11]

[211.111]

30ナムリン・パンチェンはトゥミ自身の作と伝えられる詩（今枝他 2015: 129f.）を引用することで、トゥ
ミの偉大さを立証しようとしている。Legs bshad snang byed 4b1f.: mdor na tshig bcad lnga dang rkang pa gcig
gis sgo nas slob dpon nyid kyis gsungs pa bzhin te | da drin can gyi blon po thu mi ngas | zhes pas slob dpon nyid
kyi gdung dang mtshan smos |（「要するに〔トゥミの偉大さというのは〕五詩節と一詩脚によって軌範師ご
自身がお説きになっている通りである。まず『恩惠深い大臣である私トゥミは』という文言によって軌範師
ご自身の部族とお名前を述べており…」）

31「三十頌」と「性入法」に加えて現存しない六つの章を併せた幻の八章本全体のことである。
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H=oJdoI`n

<=oWoUdIoFIoM?d<oM=ToLT`n nH:dIo>d<oHcoWo0><oTOWoWdn n

RcZoJo<Kcn

第一（本文の提示）。

最高の美質を有する宝に敬礼する32。[1ab]

[211.112]

<=oR`<o<=oWoIdVoLboV`IoJdo?coH=o?dZoMOb=ZoJT`oUdIoFIoKbIoZbMoOV<ZoJoM=ToLoI`oH:dIo>d<o>cZo1>o
R`=on MOb=Zo?dZo;=`oUdIoFIoU=oLZdHoIMZoMoLZ<ZoJoWo<N=oLoM`IoJZoT1̂=oLoH:dIoJoH=on V=o
LR`Io!=`Zo8Fd<oJT`o?dZo>IoMoU`IoJZoHI`oMoLDWoLoH=on V=o<RIo!=`oHdIo<^+LoJT`oMGboH=o9MIoJoH=on T2F do

Lo'MZo;=`oLZMoJoH<coLT`o, !oU`IoJZoT@`<o%cIo!=`o,@IoH=on T@`<o%cIoWZoM?d<o5[o!̂VoJoH=on 'MoJVo

T!̂VoLT`oV=oLR`Io>IoMoU`IoJo'MZoFcn

T1̂=oLoH:dIo0>`VoHI`oMcHo0>`Vn n
MGbo9MIo0>`VoH=oT@`<o%cIo!=`n n
,@Io!̂Vo0>`VoH=oM?d<oA`Ho0>`Vn n
T!̂VoLoMcHo0>`VoH:dIo>d<oA`Hn n

>cZoT1̂=oLZoZdn n

およそ何であれ宝石（nor bu rin po che）と共通の完全な美質を有するものは「宝」と呼ばれる。そ
して、その共通の美質とは、[1]福徳を積集してない人の前には現れないため、その出現が稀であ
ること、[2]本来的に汚染された性質を持つものではないので、けがれなきものであること、[3]自
他の利益を実現する力を有すること。[4]衆生の善なる思惟の因であるので、世間の人々の飾りと
なること、[5]世間の中で最高のものであること、[6]変化という性質を持たないこと〔の六つ〕で
ある。というのも〔『宝性論』に〕

「[1]その出現が稀であるから、[2]けがれなきものであるから、[3]力を有するから、[4]世間
の人々の飾りとなるから、[5]最高のものであるから、[6]変化しないものであるから、それら
はまさに宝である。」33

と説かれるからである。

[211.113]

HcoWoH1>coIoZ=Zo,@ZoH=o?dZoH=oH<coT6qIoFcoH:dIo>d<o'MoJo<ZbMoU`IoR`=on HcT=o<\@LZoUbWoH=dZo;=`o
HL=o6qo1>ZoIoMGVoGb<o<`o<\@LZo*V<ZoJT`oZ=Zo,@Zo<?Yo<ZbMo!=`oLH<oA`Ho>IoH=on <IZo<?LZo;= `o<\@LZo

T<d<oWMo!=`ZoL<MYZoJT`o?dZoH=on Z VdLoJoTK<ZoJT`oH<coT6qIo'MZoH=on HcVoMoSHo<=oWoL%cIoIZo

32稲葉 (1986: 316)は「〔三宝にして、そこに、〕最勝なる功徳を所有し給えるとき、その〔三〕宝に帰命
し奉る」と訳す。

33UT I 22 (cf. 高崎 1989: 35): ratnāni durlabhotpādān nirmalatvāt prabhāvatah. | lokālaṁkārabhūtatvād agratvān
nirvikāratah. ||; T1611, vol. 31, 826c7f.: 眞寶世希有，明淨及勢力，能莊嚴世間，最上不變等．
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H:dIo>d<oH=dZoWo2 qZoJoTKcWoR`=oMdZoJZoT@b<oJVoT!̂VoLT`o+@cIo; ?HoJVo6qoTK<ZoJoZ=Zo,@Zo;=`o<?Yo

L8FIoZd<ZoH=oM`=oO T<oU`o<cT`oO V<ZoZbo<N=oLT`oWb=o<`o?dZoH=oZdoZdo<\@coLdT`oH<coT6qIo'MZoWT=oM;IoJdZo
<8q=oH<dHoJT`oGd<oMoA`Ho6qoWbZo=<oU`Ho<ZbMoT6 qHoJT`o0 ><oMPHoJoU`IoIdn n

それを区分すると、仏、法、僧の三種の宝がある。そして、実質的な帰依対象（skyabs yul dngos）34

を考慮する時、〔親教師トゥミ・サンボータはまず〕究極的な帰依処、すなわち三身を本性とする
正等覚者と、二次的な帰依処、すなわち滅諦と道諦に包摂される法および〔その法を証得する〕有
学聖者の僧伽〔に対して敬礼をなさっている〕。さらに、それだけでなく、特別の縁となる仏像・
仏画などや、単語・文・音節の集合として〔知に〕顕れる教法や、凡夫の僧伽に対しても、親教師
〔トゥミ・サンボータ〕は論書著作の最初に身、語、意の三つで敬意を払う敬礼をなっている。な
ぜなら、それらに依拠すれば、実質的な宝に対する尊敬の念が増大し、信解によって〔仏法僧に
向けて〕前進することができるようになるからである。

[211.114]

Hco9KVoGd<oMo;doIVoH:dIoM?d<o<ZbMoWoL<KdHo0><oMPHoJoTH`ZoHcT`oO UoLdHoUbWo6qoLdIoWZo<RIoJT`o2 )Lo
MGTo<lHoLoKWo!=`ZoUdHoJVoMoTOWo>`=on TK<ZoUbWo6qT=o0>`oI=o<A`Zo:oUdHoJZo$cZoT@b<o<`o<\@coLdo
'MZo$ cZoZbo<Sb=oLT`oZ VHo6qo<=oR`<oH:dIo>d<o<ZbMoWoT6 qHo>`=o<\@LZoZboT2FdoLVo1>cHoJT`oWMoHcoI`oIdVoLo
McHo>`=oU=oH<oJTdoRcZoTHdMZoJT=oU`IoIdn n

以上のように、まさに最初に三宝に対する称賛と礼拝を〔作者が自ら〕行うことによって、当時
のチベットでポン教徒を除けば学説論者はほとんど存在しなかったとはいえ、聖地（インド）に
は異教徒と仏教徒の二者が共に存在していたので、後に続く人々に恩恵を授けるために、「三宝に
対する礼拝と帰依というその道は誤りなく正しいものである」ということを〔トゥミ・サンボー
タは〕教示しているのでもある。

[211.12]

[211.121]

<A`ZoJoI`n ;o>`<o<`Zn <?LZoTH`Vo<=oWoRcZoJT`oWoU`<oWd<ZoZboL:VoIZo=dZo<Sb=oLT`oHdIoH=oHcoWo
RcZoJT`oWoU`<o?cHo6qo1>oLT`oHdIo6qoLXHoMdHn NoMoI`o<8q=oTH`T`oWoHdIoT?HoJT`o<?LZoZboHcoTH IoWoT@b<o
JVoMoLXHoJVoMoSHoHdIo!=`Zo;==oHcoTH IVoT@b<oM`oZ D`HoJZoM`oTGHo>`=on <=oR`<oWoUdIoFIoM?d<oM=To
LTMo9MIoJoRcZo\HcWoH<dZoJZo'MoH1 >coL6qIoJo<IZo<R`T`oHdIoA`HoHdn n

第二（考察）。ある者はこの箇所にある <=oWo gang laという表現中の Wo laという語を〔<=oWo gang
laから〕切り離して〈同定〉（ngos gzung ba）を意味するものとして説明し、de laという表現中の
laという語を〈目的〉（ched du bya ba）を意味するものとして説明する。しかし、その前半部分は
正しくない。なぜなら、本書の la donに関する説明の箇所で、そのような意味での使用法は説明
されないのみならず、意味の上から推し測っても（don gyis kyang）そのような意味で使用される
ことはあり得ないからである。「あるものに（gang zhig la）最高の美質が存在する、あるいは最高
の美質が備わっている時…」と解釈するべきであるので、まさに第七格〈場所〉を意味する。

[211.122]

34真の意味で帰依対象となる三宝とは、三身を本性とする正等覚者、滅諦と道諦に包摂される法、有学聖
者の僧伽の三者である。これらを直後に言及される仏像、仏画、教法、凡夫の僧伽などから区別して「実質
的な帰依対象」と呼んでいる。
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0>`oMoI`oWc<Zo<k@VoXcZowVdMo! =`ZoR|oHJco9ZMoWoL:LoJVoSHoHcn >`T`o0>`Vn :oW"oJVn

IoMZn Zx<K `n Z x$o: #n Z xo-r %n \oWin LoYBn <k@dVoLoLR`oLTdo

RcZoT1̂=oLVoIoMZo;=`oUbWoWo\@ `VoLF=oHdIoTGdLo;=`o<AdoIZo<A`ZoJoT@b<o;==o2F<ZoJoHM`<ZoLZWo!=`o<Ado
IZoLR`oLo<k @dVoLVoM;ZoLo'MZo;=`ZoLRcHoMdHo;=`n HcoTH IT`o1>coL D<oMo0 >cHoJVn IoMZo;=`oUbWoWoLR`oLo
T@b<oJVoLXHoHdo<FMoIZo0><oTOWoLT`oHdIo>Io!=`o<^HT`oUbWoGMZo>HoWoLR`oLoT@b<oJVoLZMoR`=o<lHoLT`o
0>`VoVdn n

後半部分は「自分はサンスクリット語を知っている」という慢心によるもので、帽子を靴にかぶせた
ような〔ちぐはぐな説明〕に過ぎない。なぜかと言えば、『カラーパ〔スートラ〕』（Kalāpasūtra）の

「namas、svasti、svāhā、svadhā、alam、vas.at.と結びつく時、第四格接辞が起こる。」35

という〔規則〕における namas「敬礼」の対象〔を表す語〕の後には、一般的な意味理解によれば
第二格接辞が起こるはずであるけれども、〔実際には〕例外規則によって第四格接辞が適用される
と学者達はお認めになっているのに対し、〔この註釈者は〕そのような区別をせずに「namasの対
象〔を表す語〕の後には第四格接辞が起こると〔サンスクリット文法学では〕説明されるのだ」と
いうことを思った結果、「敬礼」の意味を有する語の対象全てに〔必ず〈目的〉を表す〕第四格接
辞が起こると考えて論じるからである。

[211.123]

HcZoIo\@`VoLF=o<`o<^ +LoJT`oHL=o<`Zn J DoEoM ?oZd<Zo1F aFo+@ cIo<RIo!=`ZoL<^+LZoJoH=on IoM"oM`oZd<ZoF`=o

MGTo'MZoH=on 1>`=Zo<RIoWZo1̂=oLT`oL.M`n Lo.MoIio9KoLbo'MZo;==oT6qHo>`=o0><oTOWoLT`oHdIo>Io6qo
MOb=Zo;==oHcoH<o<`oUbWoWoIMo6qT=o<A`ZoJoWZo<RIoJT`o'MoH1>coT@b<oJoMoU`IoJoTH`o1qIo!=`ZoXcZoJVo
1>Tdn n

従って一般的な語形成によれば、kr
˚

t接辞という他の要素によって形成される pran. amya「敬礼して
から」などや、定動詞接辞 tiṅで終わる namāmi「私は敬礼する」などや、別の動詞語根から派生
する vanda（< bandi）「崇拝者」や vandana「崇拝」なども「礼拝」「敬礼」という意味を有する点
では等しいが、それらの対象を表す語の後には常に第二格接辞以外の格接辞が起こるとは限らな
い。このことを皆が理解するべきである。

[211.124]

,!oMOIoHcZoIoLdHo6 qoHco9KT`o2F<ZoJoHM`<ZoLZWoMcHoJT`o0>`VoHdIoGdLo<N VoLZn LR`oJT`o\@`VoLF=o<`oHdIo

<k@`IoJT`o<N dHoWoZd<ZoJo1>oLo<=oU`IoU=o1>oUbWoHcTMoHcoH=oTL DcWoLT`oHdIo6qoZd=oLoR`<oH<dZoJoWZn UbWo
; ?HoJVo>IoWo0><o1>cHoJoI`o0 ><o1>cHoJdoA`HoHMoHcoH=oTL DcWoLT`oHdIoWZo0><oUbWoHcT`o?cHo6qoM`IoJoI`o<I<o
*TZo;==o%d<ZoJVoZ VoLT`o0>`Vo0><o<`oUbWoWo'MoH1>co<A`ZoJoT@b<oJoWZoTdZoMcHoHdn n

そうした理由から、チベットではそのような形で知られる例外規則というものは存在しないので、
意味的に理解される事柄（don thob）が重要となる。それゆえ、第四格接辞の一般的な意味は、例

35KT 2.4.26: namah. svastisvāhāsvadhālaṁvas.ad.yoge caturthı̄ |; Cf. A 2.3.16: namah. svastisvāhāsvadhālaṁ-
vas.ad. yogāc ca |（川村 2016: 342:「namas（「敬礼」）、svasti（「幸福」）、svāhā（「スヴァーハー」）、svadhā（「ス
ヴァダー」）、alam（「十分な、適した」）、vas.at.（「ヴァシャット」）と結びつく項目の後に第四格接辞が起こ
る。」）



シトゥ『三十頌註』研究：チベット語の文字体系（班青・根本） 91

えば贈与行為の受益者（snod）などのように、いかなる行為であれその行為の対象もしくはその関
係項のためになること（don du song ba）でなければならない。ところが、特別な対象に対する敬
礼行為というのは、敬礼者自身のためになされるか、もしくはその関係項のためになされること
はあっても、決してその敬礼対象（例えば「三宝」）のためになされるのではない。このことは牧
童でさえ容易に理解できる。したがって、敬礼対象を表す語の後には第二格接辞が起こる以外に
他の可能性はない。

[211.125]

TdoIo<IZoL,@HoT2FcWoJoWZn

LR`oJo<k@`IoJoH=o0><oTOWoLoRcZo1>oLn X`=o<`o0>`Vo?boTH IcIoJT=oX`=oA`Ho,@ZoJoH=on <R`IoJT`o0>`Vo
<k@dVoU=on HdIo!=`Zo?boTH IcIoJT`o1>cHoJoJdT`o?cHoU`IoJVoT!̂VoLoH=on M?dHo%cIoWo0><oTOWoLT=on
M?dHo%cIoA`Ho0><o<`oUbWoWMo<IZoZbo<k @VoU=oHdIo!=`Zo0><oTOWoLT`o?cHoU`IoJVoT!̂VoLZoLR`oJo1>o
LT`o?cHo;=`oHdIo6qoHI=o=don n

RcZoL<KIoJoMoU`IoIMoRcoIn <IZoL,@Ho)oT2F cWo!=`oHdIoT<ToR`<oL<^+Lo1 >oWZo<^+Lo1>cHo6qoM`oT2F doLoUdHo

>`=o'MoH1>coLR`oJoT@b<oObWoTH`T=oL%<oH<dZoFcn ?boTH IcIoJT`o1>cHoJoJdT`o?cHoU`IoJT`o,!oMOIo!=`ZoX`=o

WoLR`oJoT@b<oJoH=on 0><oTOWoLT`o1 >oLT`o?cHoU`IoJT`o, !oMOIo!=`ZoM?dHo%cIoWoLR`oJoT@b<oJVoTHdHo

JoHco9KoIn XIoJZo0̂<Zo<ZdHn O V=oJZoIdVo<^+Ln ;oSZoWoWd=Zo\@dHn 9KoLbo'MZoWT=oV`MoJVo

<ZdHoJoJdoH=o<^+LoJoJdT`o?cHoU`IoJZo0̂<ZoH=oIdVoWoLR`oJoT@b<oJVoGWoLoH=on Wd=Zo\@dHoJT`o1 >oLT`o

?cHoU`IoJZo;oSZoWoLR`oJoT@b<oJVoGWoLoZd<ZoH=on \H=oJdoWoSIo<k@`Io9KoLbVo<k@`Io1>TMo<k@`Io1>cHo;=`o?cHo
6qoMoU`IoJZo\@`IoUbWoWoLR`oJoM`oT@b<oJVoGWoLoZd<Zo<\ @dIoMGToUZoX`=on L&o\HdHoJT`oL<KIoL>dZoOHo
9MIo<=o6qT=oHcoTH IT`o'Mo<R<oLXHoJoMoMGd=oLZoZdn n

（問：）ならば、『八論点』（Gnas brgyad）の註釈36に

「第四格接辞を伴う<k@`IoJo sbyin pa「与える」や 0><oTOWoLo phyag ’tshal ba「敬礼する」につい

て。X`=o<`o0>`Vo?boTH IcIoJo shing gi phyir chu ’dren pa「木のために水をやる」37という場合にも「ま
さしく木の成長と成熟のために」と解釈されるが、〔その行為は〕間接的には水をやる行為主
体のためであるはずである。M?dHo%cIoWo0 ><oTOWoLo mchod rten la phyag ’tshal ba「仏塔に敬礼
する」の場合にも、まさに仏塔は敬礼行為の対象あるいは立脚地点として解釈されるが、それ
は間接的に敬礼行為の目的（ched）となる。それゆえ、第四格接辞は〈目的〉（bya ba’i ched）
の意味で解釈される。」38

と説かれるのはどうしてか。（答：）『八論点』の本文および註釈のある部分の内容は、証明され
るべき事柄ではあるが、何かを証明する根拠にはならず、この第四格接辞の適用方法についても
考察の余地がある。その理由は以下の通りである。〔同書によれば〕水をやる行為主体のためであ

36以下の文章は、デルゲ版テンギュル雑部（sna tshogs）のCo秩に収録される著者不明の『言語論』（Śabda-
śāstra, Sgra’i bstan bcos, Tohoku no. 4351）からの引用である。シトゥが明言するように、本書は『八大論
点本頌』（*As. t.amahāpadamūla, Gnas brgyad chen po’i rtsa ba, Tohoku no. 4350）に対する註釈である（cf.
Verhagen 1994: 12）。

37『八論点』註釈の作者（あるいはその翻訳者）は la don助詞のみでなく、-’i phyirも第四格接辞とみな
しているようである。

38ŚŚ D 171a7ff.からの引用。
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るからという理由で X`=o shing「木」という語の後に第四格接辞が起こり39、敬礼行為の目的とな
るからという理由で M?dHo%cIo mchod rten「仏塔」という語の後に第四格接辞が起こると認められ
る。しかし、もしそうであるとするならば、XIoJZo0̂<Zo<ZdHo shan pas phyugs gsod「屠殺者は家畜

を殺す」や、OV=oJZoIdVo<^+Lo tshong pas nor sgrub「商人が財をなす」などの事例でも、それぞれ屠殺

者や〔財を〕なす者のためであるからという理由で、0̂<Zo phyugs「家畜」と IdVo nor「財」という

語の後に第四格接辞が起こることになってしまう。また、;oSZoWoWd=Zo\@dHo kha zas la longs spyod
「食物を享受する」という事例では、享受行為のためであるからという理由で、;oSZo kha zas「食
物」という語の後に第四格接辞が起こることになってしまう。また、\H=oJdoWoSIo<k@`Io sprang po la
zan sbyin「物乞いに食事を与える」といった場合、〔その行為は〕贈与される相手のためにもなら
ず、贈与者のためにもならない40ので、贈与を受ける対象を表す語（\H=oJdo sprang po「物乞い」）の
後に第四格接辞が起こらないことになってしまう。こうした過失は無数にあり、いかなる権威的
な文法学の論書においても以上のような規定を論じているものは見受けられない。

[211.126]

<=oWoH=oHcoWoRcZoJT`oWoHdIo<A`ZoMGTo<>`<o5[oM`oMOb=ZoJVoT?HoH<dZoJT=oMoU`IoFcn Wc<Zo<k@Vo!=`o
'MoH1>co<k@dVoObWoH=oL<KZIoIn <=oRcZoJo\@`T`o<^Hn HcoRcZoJo1>coL D<o=cZo<Sb=o<`o<^HoU`IoJZn \@`T`o1 >oLo1>co

L D<oWo=cZo<Sb=o<`Zo<k@dVoLoTH`oTH IT`oV`<ZoWo<A`Zo:Vo'MoH1>coMOb=ZoJVo<k@dVoLoU`IoJT`o0>`VoHco<A`Zo:o
'MoH1>co<A`ZoJT`oHdIo6qo1>ZoIT=oVb=o<Kcn 0><oTOWoWdn n<=oWoIoUdIoFIoM?d<oM=ToLT`oH:dIo>d<oHco
WTdn nRcZoT?HoJT`oWb<ZoZdn n

また、<=oWo gang laと HcoWo de laという二つの表現にある la don〔の機能〕は絶対に異なると言わ
ねばならないこともない。サンスクリットの格接辞の使用法を参考にすれば、次のようなことが
言える。まず <=o gangというのは一般表示語（spyi’i sgra）であり、Hco deというのは特殊を特定化
する語（bye brag nges gzung gi sgra）である。それゆえ、一般的な指示対象を特殊へと特定化する
ことによって結びつけを行なうこのような〔表現形式〕においては、〔<=o gangと Hco deの〕両方
に格接辞が共通の様式で適用されるので、その両方を第二格接辞の意味で理解しても構わない41。
すなわち、「何に（gang la）敬礼するのかと言えば、およそ何であれ最高の美質を有する宝、それ
に（de la）敬礼するのである」といった説明の仕方が成立する。

[211.127]

'MoH1>coLR`oJo?cHo6qo1>oLT`oHdIoWoT@b<oJoI`n WdoFd<oWo?boTH IcIn IdVoTO V=o6qoT2F dn Z Vd=oMdoLoWoSIo
<k@`In 9KoLbn ?boTH IcIoJoH=on T2F doLoH=on SIo<k@`IoJo'MZo1>oLoU`IoR`=on Hco<=o<`oHdIoIMo?cHo6qo1>o
LT`oUbWn WdoFd< nIdVoTO V=on Z Vd=oMdoLo'MZoWoLR`oJoH<dZo?cHo;=`o'MoH1>coT@b<oJoU`IoIdn nHcZoIo1>oLo
<=oR`<o1>oLT`oHdIo!=`oUbWoHcoWoKIo<H<ZoJT`o?cHo6 qoT@b<oJT`oWoHdIo6,<oJdo'MZoI`o'MoH1>coLR`oJoRcZo1>o
LoU`IoWn HJcVoIn XT`o?cHo6qo0̂<Zo<ZdHoJVo1 >cHn 9KoLboWoMO VIoIn <ZdHoJo1>oLn 0̂<ZoI`oWZn
XoI`o1>oLT`oHdIo!=`oUbWoU`IoJZo<ZdHoJT`o1>oLZoXoGdLoJoWoKIoTHd<ZoJVo1>cHoJoH=on Z Vd=oMdoLVoSIo

39先述のように、『八論点』註釈で例文として提示されるのは shing la chu ’dren paではなく、shing gi phyir
chu ’dren paである。

40贈与行為は有徳な人（福田）に対してなされてこそ有益な結果を生むという考えがある。ある人が物乞
いに食事を与えたとしても、その贈与者がその行為によって大きな徳を積むことはなく、物乞いは一時的
に食欲を満たすことはできても徳を積むことはない。

41先述の議論（211.121）では、gang laという表現中の laは第七格〈場所〉（rnam dbye bdun pa gnas gzhi）
を意味すると述べられていた。したがって、ここでは別解釈が示されていることになる。
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<k@`IoScVoLoWn <k@`IoJoI`o1>oLn SIoI`oWZn Z Vd=oMdoLo1 >oLT`oHdIo!=`oUbWoU`IoJT`o0>`Vo<k@`IoJZoZ Vd=oMdoLVo
KIoTHd<ZoJoZd<Zo<doH<dZoX`=on LVo6qoWZo;=`oO T<oMcHo;==oXT`o?cHo6qo<ZdHn Z Vd=oMdoLVo<k@`IoZd<Zo;==o
LR`oJT`oHdIoHcoA`HoWZoM`oTHTdn n

第四格接辞が〈目的〉の意味で使用された例として以下のものがある。WdoFd<oWo?boTH IcIo lo tog la chu
’dren「作物に水をやる」、IdVoTO V=o6qoT2F do nor ’tshong du ’gro「財を売りに行く」、ZVd=oMdoLoWoSIo<k@`Io
slong mo ba la zan sbyin「托鉢僧に食事を与える」。?boTH IcIoJo chu ’dren pa「水をやること」、T2FdoLo
’gro ba「行くこと」、SIo<k@`IoJo zan sbyin pa「食事を与えること」は行為であり、それらの〔行為〕

が何のためになされるか、すなわちそれらの目的対象（ched du bya ba’i yul）を表すのが WdoFd<o lo
tog「作物」、IdVoTOV=o nor ’tshong「財の販売」42、ZVd=oMdoLo slong mo ba「托鉢僧」であり、それらの
表現の後に〈目的〉を意味する第四格接辞が適用されている。それゆえ、ある行為（bya ba）がそ
の行為の目的対象（bya ba’i don gyi yul）に寄与する〔ということを表示する〕ために適用される
六つの la don助詞（tu, du, ru, su, -r, la）は第四格接辞と呼ばれる。例えば、XT`o?cHo6qo0̂<Zo<ZdHoJVo
1 >cHo sha’i ched du phyugs gsod par byed「肉のために家畜を殺す」という例で説明すると、<ZdHoJo
gsod pa「殺すこと」は行為であり、0 ^<Zo phyugs「家畜」は行為対象であり、Xo sha「肉」は行為

の目的対象であるので、殺害行為が肉の獲得に寄与することが理解されるはずであり、ZVd=oMdoLVo
SIo<k@`Io slong mo bar zan sbyin「托鉢僧に食事を与える」という例においては、<k @`IoJo sbyin pa「与

えること」は行為であり、SIo zan「食事」は行為対象であり、Z Vd=oMdoLo slong mo ba「托鉢僧」は行
為の目的対象であるので、与える行為が托鉢僧に寄与するといったことが理解されるはずである。
行為対象を表す語が間になくても、XT`o?cHo6qo<ZdHo sha’i ched du gsod「肉のために殺す」、Z Vd=oMdoLVo
<k @`Io slong mo bar sbyin「托鉢僧に食事を与える」など〔の表現中にある la don助詞〕はまさにその
第四格接辞に他ならない。

[211.128]

TdoIoWc<Zo<k@VoWo1>oLT`oHdIo!=`oUbWoHcVoKIoTHd<ZoJoMoU`IoJVoU=oLR`oJoT@b<oJoM=o6qoMGd=oLo>`o<FMo
In Wc<Zo<k@VoWT=o\@ `VoLF=o<`oT@b<oUbWoTH`oH=oMGbIo;==oHM`<ZoLZWoM`oMGbIoJoI`n M<doLdVoH1̂<o
JZoL<NYIoJT`oHdIoWn Mo<Ko1#oUoH*IioHo6#oF`n M<doLdVoH1̂<oJo<k@`IoRcZoH=on LbMoJVo?boL ]<ZoJT`oHdIo

Wn !Zo4%oUo@oWioHo6#oF`n LbMoJVo?bo<k @`In RcZoJo9KoLboUdHoJoI`o<k@`IoJT`oUbWoWoLR`oJoT@b<oJo\@`VoLF=o
JZoTH`VoL<NYIoJoH=on L ]<ZoJoWo<k @`IoJT`o<^HZoL<KIoJT`oO UoO T<oNMo<N VoLdVo1>ZoIZoHcT`oUbWoWoLR`oJo

<k@VoLoU`Io!=`o<?LZoHcT`o<k@`IoJo<k@`IoJoH=dZoMoU`IoJoLR`Io6qoHcT`oUbWo!=`o'MoH1>coLR`oJT=oLR`oJoH=dZoMoU`Io
Fcn NoMo<A`ZoJoH=o0>`oMoL6qIoJVoHdIo!=`ZoTGdLoJoWoLR`oJo<k@VoLoNMoU`IoJT`o0 >`VoVdn n

（問：）では、サンスクリット語では、当該の行為の目的対象に寄与しない場合にも第四格接辞の使
用が多く見られるのはどうしてか。（答：）サンスクリット語においても一般的な使用範囲はこの
〔理論が定めるもの〕と一致するが、特例的な使用範囲はこれと一致しない。これについて〔以下
の例を考えてみよう。〕棒で頭を叩くという意味を表示するためにmastakāya dan. d. aṁ dadāti「彼は
頭に棒を与える」という表現が起こり、壺に水を注ぐという意味を表示するために ghat.āya jalaṁ
dadāti「彼は壺に水を与える」という表現が起こる。ここで叩く行為と注ぐ行為が dadātiという語
で表現される時、〔「与える」を意味するその〕語のみを主に考慮した上で、「間接目的語（sbyin pa’i
yul）の後に第四格接辞が起こる」という一般規則に従って、その対象〔を表す語すなわち間接目

42nor ’tshong du ’gro「財を売りに行く」という例のように、la don助詞（tu, du, ru, su, -r, la）は動詞の直
後に置かれて「～するために」を意味する副詞句を形成する。この用法は本来の格助詞としての la don助
詞の転用として理解されるべきものであるが、シトゥは動詞の直後に置かれる la don助詞も〈目的〉を表
す格助詞であると理解している。
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的語〕の後に第四格接辞が適用されるが、その場合の dadātiは本来の意味での与える行為〔を意
味するもの〕ではない。これと同様に、その〔行為〕の対象（間接目的）を表示する第四格接辞も
本来の意味での第四格接辞ではない。なぜならば、意味の上から考えれば、前者は第二格接辞と
して得られるはずであり、後者は第七格接辞として得られるはずであるが、〔規則に従って〕第四
格接辞が適用されるに過ぎないからである。

[211.129]

HcoLR`Io6qoIoMZoZd<Zo;=`oUbWoWoLR`oJoT@b<oJT=oHdIoGdLo;=`oLR`oJT`oT@b<oUbWoH=dZoMoU`IoU=on T@`<o
%cIoJT`oAcVo\@ dHoWZoHcoLR`Io6qoT@b<oJo<Kco<?LZoTH`VoMoSHo'MoH1 >co<RIoH=o<RIoWT=oTH`oTH IT`oV`<Zo
M=o6qoT1̂=oLo'MZo'MoH1>coHcoH=dZo;=`oHdIo6qoM`oT!̂VoLZoNMoJdoLoRcZo1>Tdn nLdHoTH`VoI`oHM`<ZoLZWo
HcoTH IoH1>coLoWoH<dZoJoMcHoJZoHdIoTGdLoA`Ho;=`oHL=o6qo1 >cHoH<dZoJoU`IoIdn nU=o<ZdHoJT`o0>`Vo6qoMO VIo
L<NYIn RcZoJo9KoLbVoMO VIoL<NYIoJZo<ZHo1>oWoKIo<H<ZoScVoLT`oHdIoMoU`Io!=`n MO VIoL<NYIoJT`o1 >o

LZo1>oLT`oHdIo!=`oUbWo<ZdHoJoWoKIoTHd<ZoJVo1>cHoJoU`IoIdn n<?LZoTH`VoT<ToR`<o<`ZoHdIoH=o?cHoH=o
0>`VoRcZoJT`o<^Ho'MZo'MoH1>coLR`oJVo1>ZoJoM`oTGHoHcn Hco'MZo'MoH1>coT@b<oJT`oUbWo!=`oM`=oNMoU`IoJT`o
0>`VoFcoHcoH<oWo'MoH1>co8q<ZoJZn HdIo6qn HdIo!=`n HdIo!=`Zn 9KoLbVoT! ^VoLT`o0 >`Vn HJcVoIn Wc<Zo
<k@VoWoHcT`o?cHo6qoRcZoJVn FoH%L$oUn RcZoT1̂=oLT`o\o%L$T`o<^HoHco'MoH1 >coMoU`IoJoLR`IoIdn n

それと同様に、namas「敬礼」など〔の語が表示する敬礼行為〕の対象〔を表示する語〕の後に第
四格接辞が起こるが、〔その敬礼対象を表示する語は〕意味の上から理解する限りでは第四格接辞
の適用領域ではないけれども、世間の慣用に基づいてそのように〔第四格接辞が〕適用されるの
である。また、この場合だけではなく、他の様々な格接辞に関しても、このような類のことが多
く起こる。それらの格接辞は本来的な意味を有するものではないので、二次的な〔格接辞〕（tsam
po ba）と呼ばれる。ここチベットにおいては、そのような特例を区分けすることに必要性はない
ので、まさに意味の上から理解される内容に従うべきである。また、<ZdHoJT`o0>`Vo6 qoMOVIoL<N YIo gsod
pa’i phyir du mtshon bsnun「殺害するために武器を行使する」という例文の場合には、武器の行使
が殺害対象に寄与するという意味ではなく、武器を行使するという行為が目標物（標的）の殺害に
寄与するということを意味する。この問題に関連して、ある者が HdIo don、?cHo ched、0>`Vo phyirと
いう三つの語を第四格接辞とみなすのは妥当でない。なぜならば、それらは格接辞の導入対象領
域に含まれる単語に過ぎないからである。というのも、それらの後に格接辞が導入されることに
より、HdIo6qo don du、HdIo! =`o don gyi、HdIo! =`Zo don gyisといった語形になるからである。例えばサン
スクリット語で「それのために」という意味で tadarthāyaという表現が起こるが、そこでの artha
というその語は格接辞ではないのと同じである。

[211.2]

<A`ZoJoWoH=dZoH=oWd<o%d<oZcWoLo<A`Zn

第二（マンジュシュリーに対する敬礼）に関して [211.21]本文と [211.22]誤解の排除の二点がある。

[211.21]

[211.211]

H=oJdoI`n

<=o<`Zo<^HoH1 >=Zo1 qIo<Zb=ZoJT`n n
T@MoJT`oH1>=ZoWo0 ><oTOWoWdn n
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RcZoJo<Kcn <=oR`<o<=o<`Zo<^HoH1>=ZoL$dHoJoGMZo>HoMoWbZoJVo<KdIo>`=o<Zb=ZoJZo<Zb=o<`oHL=o0̂<o
?cIoJdVo!̂VoJn AcZoJT`o)WLoVc<oGMZo>HoUd=ZoZboR=ZoJZoT@MoJT`oUdIoFIoH=o9MIoJT`o0>`VoT2FdoLo
GMZo>Ho;=`o;MZoHL=oLZMoJo'MZoH=oMGbIoJVo$cZoZboT@b<oJT`oH1>=Zo;=`oLH<oA`HoHcoWo0><oTOWo
Wdn n RcZoJTdn n

第一（本文）は以下の通りである。

ありとあらゆる音の旋律を発するマンジュシュリー（文殊師利）に敬礼する43。[1cd]

ありとあらゆる音の旋律（sgra dbyangs）すなわち言葉（brjod pa）を余すところなく発する（ston
= gsungs）ので言葉の大自在者であり、あらゆる欠陥のある耳の障りな言葉を捨て去っているので
美しさ（’jam pa）という美質を具えるがゆえに、一切衆生の気質や望みに応じて起こる音の旋律
（dbyangs）を自在にするお方に（gang zhig = gang gis ... de la）敬礼する。以上が〔詩節の意味〕で
ある。

[211.212]

<^HoH1 >=Zo@`o9KVo<Zb=ZoJT`oObWoU=on T@MoJT`oH1>=ZoRcZo1>oLoI`oL<?WoJoHJ<o5[oMcHoJT`o<d=oIZo
M=dIoJVo*V<ZoJT`o1>=o?bLoL8FcZoZboS`Io;==on ZoL>bT`o1>=o?bLoZcMZoHJToWoZd<ZoJT`oObWo!=`o<^!oT0(Wo

?cIoJdZoT;dVoLoZ D`Ho6qoZ=Zo,@Zo;=`oTK D `IoWZoMPHoJoR`<o<Kcn HdIoHMoJVoIoZ=Zo,@ZoGMZo>Ho;=`oGb<Zo
<A`ZoZboMcHoJT`oUcoXcZo;=`o=doLdoT@MoHJWoUcoXcZoZcMZoHJTdn nHcoA`HoLHcoLVo<Xc<ZoJoGMZo>Ho;=`o<Zb=o
M`oSHoJo,@Io!=`oT;dVoWdT`o,!Vo!̂VoJoH=on HcT`oMGbZoT@`<o%cIoGMZo>Ho;=`o<^ HoH1>=ZoL$dHoJoMoWbZoJo

<ZWoLVo1>cHoJT=oU`IoIdn n,!oMOIoHcZoT@MoJT`oH1>=Zo;=`Zo<^HoH1>=Zo<Zb=ZoJVoL<KIoJo<Kcn

では、〔マンジュシュリーが〕いかにして音の旋律を発するかと言えば、それは次の通りである。
マンジュシュリーというのは、実は無数劫も前に正等覚を証得なさっているが、第十地の菩薩な
どの仮の姿（tshul）という大いなる変幻を手段として、輪廻が続く限りの間、仏陀としての偉業
を達成なさるお方であり、究極の真実としては、全ての仏陀の御心と一体のものである智慧を本
質とするマンジュシュリー智慧薩埵なのである。まさにそのお方が、全ての善逝の無尽蔵のお言
葉という一連の装飾の根源である。また、そのお方は、その〔言葉の根源の〕力によって全世界
の人々の音の旋律、すなわち言葉を余すところなく顕在化する者でもある。以上の理由によりマ
ンジュシュリーが音の旋律を発するということを〔トゥミは〕語っているのである。

[211.213]

MOIoU=oH<oJVoL$dHoJoWZn

L>dMo9MIoTHZo;=`oUcoXcZo<?Yn n

<Nb<oFdVo?cIoJdoOT<o<`oLH<n n
UcoXcZo<?Yo<KcoV=o1̂=oLn n

T@MoHJWoUcoXcZoZcMZoHJToU`n n

RcZo<Zb=ZoX`=oHcT`oO T<o!=oGoMT`oHdIo<Ac<oJT`o&do$cT`oT2F cWoJVn

T@MoJoI`oMAcIoJoH=oHJWoH=o9MIoJo<=oU`IoJoHcoI`oT@MoHJWoWdn nUcoXcZoZcMZoHJToRcZo1>oLo
I`oHcoLR`Io<Xc<ZoJoGMZo>Ho;=`oGb<Zo:oIo<IZoJT`o0>`VoVdn nT@MoHJWoU=oHcoU`IoWoUcoXcZoZcMZo

43稲葉 (1986: 316)は「一切の声音を説き給へる妙音に帰命し奉る」と訳す。
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HJToT=oHcoA`HoU`IoJZoT@MoHJWoUcoXcZoZcMZoHJTo<Kcn HcoZoL>bT`oHL=o0̂<o<`o1>=o?bLoZcMZo
HJToI`oMoU`IoIdn nHco9KoIoHcoZboR`<oU`IoRcoIo<A`ZoZboMcHoJT`oUcoXcZoXcZoVLo;=`oKoVdWo5[o0>`IoJoHcoA`Ho
T@MoHJWoUcoXcZoZcMZoHJTo<Kcn

RcZoH=on

『文殊菩薩真実名義経』（Mañjuśrı̄nāmasaṁgı̄ti）に

「世尊の智慧の集積であり、大肉髪を有する者であり、言葉の自在者であり、智慧を具現化
する者であり、自生者であられる、マンジュシュリー智慧薩埵の〔名の響きを仏世尊が解き
明かして下さいますように。〕」44

と説かれ、その最後の詩脚の意味はラリタヴァジュラ（Lalitavajra）の註釈に

「mañju-śrı̄〔という複合語は所有複合語であり〕優美な（’jam pa, *mañju = mnyen pa, *mr
˚

du）
輝き（dpal, *śrı̄）を有する者を意味する。彼は智慧薩埵である。なぜなら、あらゆる如来の心
臓部に存するからである。mañjuśrı̄-jñānasattvaは〔同格限定複合語であり〕マンジュシュリー
という智慧薩埵という意味である。彼は十地の自在者たる菩薩ではない。では、もしそうで
ないとするならば彼は何者か。まさに、かの不二智という智慧の彼岸に達した者がマンジュ
シュリー智慧薩埵である。」45

と説明されている。

[211.214]

*V<ZoJT`oZ=Zo,@Zo\oWZo1̂=on n
\oI`oU`<oT1(o1qIo!=`oM?d< n
HdIo?cIoU`o<coHMoJo<Kcn n
;d=oIZoT1̂=oLo<\@coLoMcHn n
L$dHoJo1 qIo!=`o, !oU`oM?d< n

O T<o1 qIoVLo5[o<ZWoLVo1>cHn n

>cZoH=on T2F cWoJVn

HcZoIoTH`o<?Ho<KdIoJVoT!̂VoFcoU`o<co\oI`oMo<\@cZoJT`o'MoJZoZ=Zo,@ZoGMZo>Ho;=`oUdIoFIo'MZo;=`o
<IZo1>=o?bLoZcMZoNdIo6qoT2FdoLo'MoJVoM`o%d<oJT`oUcoXcZo;=`o=doLdoA`HoT@MoHJWo! =`oV=oLR`IoL<\@cHo
JZoIo?dZo;= `oT;dVoWdo<?dVoLVo1>cHo>`=oO T<oGMZo>HoVLo5[o<ZWoLVo1>cHoJT`o<Zb=o<`oT;dVoWdT`o,!Vo

!̂VoJT`o0>`VoL$dHoJoGMZo>Ho;=`o,!T`oM?d<oU`IoIdn n

RcZoZd<Zo,@ZoJVo<Zb=ZoJoLR`IoIdn n

さらに〔以上のことは『文殊菩薩真実名義経』に〕

44NS v. 10 (cf. Davidson 1981: 19): bhagavajjñānakāyasya mahos.n. ı̄s.asya gı̄s.pateh | mañjuśrı̄jñānasattvasya
jñānamūrteh. svayambhuvah. ||; T1190, vol. 20, 826c14f.: 彼出有壞之智身，是大頂旋言詞主，亦是智身自超出，
妙吉祥智勇識者．

45NMAA D 32b1f.からの引用。
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「〔すなわち、仏世尊であられる〕正等覚者は a音から生じる。a音は全ての音の中で最高の
ものである。それは大いなる意味を有する最高の音素である。実にそれは内から発するもの
でありながら46不生なるものであり、〔発話行為とは無縁のものであり〕47、一切の発話の最高
原因であり、一切の言葉を明るく照らすものである。」48

と説かれ、註釈49に

「それゆえ、次のように説明しよう。a音は不生という様態を持つものであるがゆえに、マン
ジュシュリーの本質——それはあらゆる仏の美質の拠り所であり、覚りを求める心に基づい
て起こるものであり、無分別智そのものである——を生み出す。それゆえ、それは法輪を転
じて一切の言葉を明るく照らすもの、すなわち、車輪のような言葉の原因であるので、一切
の発話の最高原因である。」50

と詳しく説明される通りである。

[211.22]

<A`ZoJoI`n <?LZoTH`VoT2F cWo1>cHoNoMo'MZo;=`Zo<^HoH1>=ZoRcZoJo\oW`oL>bo6,<o;doIVo=dZoLSb=o<Kc oHco
T@MoHJWo!=`Zo<Zb=ZoZdoRcZoLLo>dWo6qo<lHoLVo1>cHoMdHn HcoH<o<`ZoL$dHoJoNMoWoLZMZoIoI`o<l HoJdo
MGToUZoJT`o0>`VoMo=cZoWn NdIo6q o\oW`oL>bo6,<o;doIo<Zb=ZoJT`oWdo,!Zo<FIoO T<ZoUdHoIT=oL:dHo

V`<ZoJoWoM`o<N=oR`=on T@MoHJWoXcZoVLo;=`o9ZoU`IoJZo\oW`o;doIo<Zb=ZoJoTGHoHdo<FMoIT=oV=oLSdVo
%d<ZoZ VoLVoMoSHn MHdo, !Ho,@oMO Vo'MZoIZo<^HoH1>=ZoL$dHoJoGMZo>Ho;=`oHL=o0̂<o5[o<Zb=ZoJoH=o

T<WoWdn n

第二（誤解の排除）。この箇所に関して昔の註釈者達は、「音の旋律」（sgra dbyangs）を十六の a系
列音（āli）51のみとして同定し、それをマンジュシュリー（文殊師利）が発せられたのだという軽
はずみな結論を述べている。しかし、もし彼らが単なる発声行為を意図して〔そのように述べて
いるの〕であれば、〔十六の a系列音を〕発声した人は無数にいるので〔その発声主体はマンジュ
シュリーには〕限定されないはずである。また、もし〔無数に存在する他の発声主体に〕先んじ
て〔マンジュシュリーが〕まさに十六の a系列音を発したという伝承が根拠としてあるならば、そ
れを提示するべきであるけれども、実際の所そうした伝承は見当たらない。さらに、もし彼らが
「マンジュシュリーは智慧を司る尊格であるので、a系列音のみを発したというのは理にかなって
いる」52というとしても、それが作り話であることは容易に分かるだけではなく、海のように豊富

46khong nas ’byung ba「内から発するものでありながら」。サンスクリット原典には mahāprān. ah.「強音を
有する」とあり、別系統のチベット語訳にこれと対応する srog chen po steという読みもある。

47vāgudāhāravarjitah. ; tshig tu brjod pa spangs pa ste「発話行為とは無縁のものであり」。シトゥの引用には
この一詩脚が欠落している。

48NS vv. 28–29 (cf. Davidson 1981: 22f.): tad yathā bhagavān buddhah. sam. buddho ’kārasambhavah. | akārah.
sarvavarn. āgryo mahārthah. paramāks.arah. || mahāprān. o hy anutpādo vāgudāhāravarjitah. | sarvābhilāpahetvagryah.
sarvavāksuprabhāsvarah. ||; T1190, vol. 20, 827a24ff.: 如是正覺出有壞，究竟正覺唖中出，唖者一切字中勝　是
大利益微妙字，諸境之内出無生，即此遠離於言説，是諸説中殊勝因，令顯一切諸言説．

49マンジュシュリーキールテイ（Mañjuśrı̄kı̄rti）の註釈『文殊菩薩真実名義経広釈』（Mañjuśrı̄nāmasaṅgı̄tit. ı̄kā,
Tohoku no. 2534）からの引用である。

50NST. D 133a4f.からの引用。
51サンスクリットの十四の母音（a, ā, i, ı̄, u, ū, r

˚
, r̄
˚

, l
˚
, l̄
˚
, e, ai, o, au）、アヌスヴァーラ（aṁ）、ヴィサルガ

（ah.）を合わせて a系列音（āli）という。
52マンジュシュリーが智慧を働かせて、子音を全く使わずに、十四の母音とアヌスヴァーラ（aṁ）とヴィ

サルガ（ah.）のみで有意味な言葉を語ったという意味であろうか。
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にあるスートラとタントラの中で〔マンジュシュリーが〕「あらゆる音の調べの発声行為の自在者」
と言われるのと矛盾する。

[211.3]

<ZbMoJoWoH=dZoH=oWd<o%d<oZcWoLo<A`Zn

第三（サダーシヴァに対する敬礼）に関して二点ある。[211.31]本文、[211.32]誤解の排除。

[211.31]

[211.311]

H=oJdoI`n

<=o<`ZoM`=o<R`oNdIo<Zb=ZoJn n%<oR`oLoWo0><oTOWoWdn n

RcZoJo<Kcn <=o<`ZoM`=oO T<oL$dHoJo1 qIo!=`o<R`oU`IoJZoM`=o<R`o<KcoU`o<coN dIo6 qo<Zb=oLoJdVoT@`<o%cIoIo
2F<ZoJo9ZT`oHL=oJdo%<o5[oR`oLoWo0><oTOWoWdn nRcZoZdn n

第一（本文）は以下の通りである。

最初に基本音素を発せられたサダーシヴァ53に敬礼する54。[2ab]

基本音素はあらゆる単語と文と文集合の基本であるのでそのように呼ばれる。その基本音素（ming
gzhi = yi ge）を最初に発せられた者として世間で広く知られる神々の王者サダーシヴァに敬礼す
る、という意味である。

[211.312]

HcT=oT@`<o% cIo!=` o2F<ZoJoNMo!=` o$cZoZboTL D=ZoIZn L&oU=oH<oJVo<k@dVoLT`oObWoTH`oH<oTd<oIZn
LZVLoJo1qIo! =`o<R`oTP TIo>`=on nZd<ZoT?HoT!̂Vo9KVo2)LoMGVo8q<ZoMo8q<Zo0>`oI=oGMZo>Ho;=`oLZ VLo1>Vo
XcZoJT`o?cHo6qoTMn 0>`oVdWoJo$cZoZbo<Sb=oLT`oZ VHo6qo9Zo?cIoJdoHL=o0 ^<oWoL<KdHo0><oMPHoJoU`IoR`=on
HL=o0̂<o<`oMOIo6qo%<oR`oLoRcZoJoI`oZo6#oX`oLo<KcoTK<ZoJT`oUbWo6qow]=o9ZVo2F<ZoJoU`IoIdn n

さらにまた、〔作者トゥミは〕世間の一般常識に従って、この後の〔第 3詩節でも〕「あらゆる学
習内容の基盤を理解させるものであり、云々」と説明するように、目下の言語単位（brda）の正し
い結合方法というのは、学問に従事する者であれ、そうでない者であれ、仏教徒および非仏教徒
の全ての者が学習すべきものであることを〔読者に〕理解させるために、あるいは異教徒に恩恵
を授けるために、大自在天シヴァに賞賛と敬礼をなさった。この自在天を名づけて〔チベット語
では〕タク・シワ（rtag zhi ba）という。サダーシヴァのことである。〔サダーシヴァがシヴァの別
名であることは〕インドでは風のように広く知られている。

[211.32]

[211.321]

53シトゥによればサダーシヴァ（Sadāśiva「常に吉祥なる者」）はシヴァの別名である。なお、シヴァが有
する五つの顔の一つがサダーシヴァであるという説もある。シヴァはパンチャ・アーナナ（pañcānana）す
なわち「五つの顔を持つ者」である（菅沼 1985: 271）。

54稲葉 (1986: 317)は「往昔、基字を説き給へる Sadāśivaに歸命し奉る」と訳す。
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<A`ZoJoI`n Hco9KoIo9Zo?cIoJdZoU`o<coGd<oMVoL:dHoJTMo<Zb=ZoJT`oWdo, !ZoL<FHo6 qoMcHo>`=on \@ `VoH:dIo

>d<o<ZbMoWo<\@LZoZboZd=oIZoT@`<o%cIoJT`o9ZoWo0 ><o1>cHoJT=oM`oTL DcWoLZoM`oTGHoHdn nRcoIo

第二（誤解の排除）。（反論：）もしそうだとしても、〔チベットでは〕大自在天（シヴァ）が最初
に音節を創造あるいは発声したという伝承が語られることはなく、また一般論として、三宝に帰
依した後で世間天に敬礼することも不整合であるから、以上のことは妥当でない。

[211.322]

9Zo?cIoJdZoU`o<coGd<oMVoL:dHoJT`oWdo,!ZoHc=oZ=oLdHoUbWoTH`VoUd=Zo2F<ZoZboMcHo;==oNdIo6qZoMcHoJVoMo

=cZoWn TK<ZoUbWo6qoI`o0>`oVdWoJoH<o<`ZoHL=o0̂<oT@`<o% cIo!=`o1>cHoJdVoU=oTHdHo>`=oL DMoSco'MZo;= `o
<8q=o6qo1>cHoJdoA`o9qo)oLR`oLXHoJoWZoU`o<cT`o1>cHoJdoHL=o0̂<o5[o<ZWoLVoL<KIoJoUdHoJVoMoSHn Mo
MGd=o0>`VoIoMcHoJoM`In nRcZoJo9KVo; ?cHoV=o<`ZoMoMGd=oLT`o%<Zo;= `ZoMcHoJVoL<^+LoM`o7qZoJT`o0>`VoH=on

M?d<o<ZbMoWo<\@LZoZboZd=oIZoT@`<o%cIoJT`o9ZVo0><o1>cHoJo\@`VoM`oTdZo;==oTH`oH<dZoJoH=oL>ZoX`=o9Zo
?cIoJdoHcoT@`<o%cIoHL=o0̂<o<`o'MoVdWo6qT=oSoMoFd<oWoZd<ZoJT`oMHdo<Mco'MZoZboL<KIoJT`oObWo@`o9KoLVo
Gb<ZoZbo?bHoIZo0><oMPHo;=`n T@`<o%cIoV=o,!HoJVoLSb=oLTMn T@`<o%cIo!=`o1>cHoJdoZd<ZoZboRcIoJZo

0><oMoMPHoJT`o0>`Vo<\@dIoMcHoHdn n

（答：）[1]確かに「大自在天が最初に音素（yi ge, *varn. a）を創造した」という伝承は、最近のチベッ
トで広く知られるところではないが、それが過去にも知られていなかったいう証拠はない。[2]聖
なる国（インド）で異教徒の人々はシヴァを世界の創造者として認めており、バラモン教学の論
書では二十四の創造者が列挙されるが、その内で音素の創造者はシヴァであると明瞭に説かれて
ある。[3]さらにそれだけでなく、〔師ダルマキールティが〕「知覚されないからといって必ずしも
存在しないわけではない」55と述べるように、あなた自身がそれを見たことがないからという理由
で、それが存在しないことを証明することはできない。[4]一般論としては、三宝に帰依した後で
世間天に敬礼するのは適切ではないが、今のことはしかるべき目的があってのことである。[5]か
の大自在天がローケーシュヴァラ（観自在）の化身であることは『宝篋経』（Ratnakaran. d. asūtra）
などの経典に説示されているので、〔トゥミは〕その通りにご理解なさって敬礼なさったのである
が、〔大自在天を〕世界の統治者として理解したり、あるいは世界の創造者などと思い込んで敬礼
なさっているのではない。以上の [1]から [5]までの理由により過失はない。

[211.323]

HcZoIoM;IoJdoTH`ZoU`o<coHL=o0̂<o<`ZoL:dHoJoTK<ZoUbWo6qoL DMoSco'MZoWoUd=ZoZbo2F<ZoJVoH<d=Zo
IZoMoL%<ZoAMZoH<T`o=dVoT@`<o% cIo!=`o2F<ZoJoH=o<A doL<K ZIoFcn H<dZoJT`oHL=o<`ZoTH`o9KVoL<KIoJo

WoI`oAcZoJT`o?oKDoMdZo;==o<dZoJoMoU`IoIdn n

それゆえ、この作者〔トゥミ〕はシヴァによる音素創造〔の神話〕がインドでバラモン達の間で
広く知られていることを念頭に置いて、考察しない限りで受け入れられるべきものとして、世間
の常識に合わせて、目的を顧慮し、上記のように説示したのである。この説示はごく僅かな過失
の一部にさえもけがされていない。

55PV II 83 (cf. 稲見 2005: 126): tanutvān mūrtam api tu kiñcit kvacid asaktimat | jalavat sūtavat dhemni nādr
˚

s.t.er
asad eva vā ||（「あるものは物質的なものであっても、微細であるゆえに、あるものに対して抵触性を持た
ない。例えば水がそうであるように。金に対する銀がそうであるように。また、それは知覚されないから
といって必ずしも存在しないわけではない。」）
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[211.323]

TH`VoT2F cWo1>cHo<RIoH=o<RIoH<o<`Zo%<oR`oLoRcZoJoZ=Zo,@ZoH=on \@IoVZo<S`<ZoH=on O=Zo
JoH=on ; ?LoT@b<oZd<ZoZboTHdHoJoUdHo;==oV`MoLR`IoTGHoJVoMoMGd=o<Kcn Z=Zo,@ZoI`oH:dIo>d<o
<ZbMo!=`o<N VoLdoU`IoJT`o0>`VoHcoWoGd<oMVoL<KdHo0><oMPHoJZoTH`VoZ VVoU=o; ?HoJVo6 qoL<KdHo0><oMPHoJVo
L<^+LoJoWoH<dZoJoTGHo9MIo<lHo,!oMo1̂=oLT`o0>`VoH=on %<oR`oLoZ=Zo,@Zo;=`oMOIo6qo2F<Zo?b=oLT`o0>`Vo

H=on \@IoVZo<S`<ZoH=o9ZoO=ZoJoH<o<`Zo;==oU`o<coGd<oMVoL:dHoJT`oWdo,!ZoTGHo9MIo<lHo,!oMcHoJVoMo

SHn HcoH<oWT=o%<oR`oLT`oM`=oUd=ZoZboMo2F<ZoJT`o0 >`VoH=on ; ?LoT@b<o<`ZoU`o<coL:dHoJVoLXHoJT`o
<8q=oHcT=oTGHo9MIoU`IoM`IoL%<oH<dZoX`=o; ?LoT@b<oWo%<oR`oLVoU=oMo2F<ZoFcoM`=o<Kd=o<`Zo; ?LoT@b<o
WoL<KdHoJT`o,@oHJco;doLdT`oW<o5[oZdIoJZoHcT`oI=o6qT=o%<oR`oLoRcZoJoMo1̂=oLT`o0>`VoH=on

これに関連して、他の様々な註釈者達は「サダーシヴァ」という語がブッダを意味すると認めた
り、アヴァローキテーシュヴァラ（観自在）を意味すると認めたり、あるいはブラフマン（梵天）
やヴィシュヌなどを意味すると認めている56。しかし、以下に順に示す理由から、妥当であるとは
考えられない。[1]ブッダは三宝の内の主たるものであるという理由で〔トゥミは〕最初に彼に対
して称賛と敬礼をなさっているので、ここで再び〔トゥミは〕特別に称賛と敬礼をなさっているの
だと論証したいのであれば、理にかなった目的を提示するべきであるが、〔過去の註釈者はそれを
提示できて〕いない。また、「サダーシヴァ」はブッダの呼称としてはあまり知られていない。[2]
アヴァローキテーシュヴァラやブラフマン神が音素を最初に創造したという正統な伝承を提示す
るべきであるが、〔過去の註釈者はそれを提示できて〕いない。それだけだけでなく、その二者に
ついても「サダーシヴァ」という呼称は知られていない。[3]ヴィシュヌが音素を創造したと述べ
ているその論書についても、果たしてそれが正統なものであるか否か検討する必要がある。また、
ヴィシュヌも「サダーシヴァ」という呼称では知られておらず、幾千もの名前でヴィシュヌを賞
賛するインドの文献が私の手元にあるが、その中にも「サダーシヴァ」という名称は現れない。

[211.324]

ZdoZdVoTLD=oMT`o<(=oLT`o<?LZoZbn

HM=ZoV`<Zo0>`VoIo%<oR`oLn n; ?LoT@b<oWc<ZoJVoLD`oLVo1>n n

RcZoT1̂=oLT=oHco<A`Zo<>`<oJVoL<KIoJoMoU`IoJT`o0>`VoFcn HM=ZoV`<Zo;=`oHdIo6 qoHL=o0̂<o<Mo; ?Lo
T@b<o<=oVb=oL D`oLT`oHdIo6qoM=dIoJT`o0>`VoFcn HcoMoG<o5[n

$cTboV`<Zo0>`VoI`o'MoGdZoLbn n9ZoU`oHL=o0 ^<oHL=oJdoLD`n n

RcZoT1̂=oLT=o'MoGdZoLbTMoHL=o0̂<o<MoL,@o1>`Io<=oVb=oL D`oLT`oHdIo6qo<ZWoLT`o0>`VoVdn n

[4]プラティサラー（大随求）の護陀羅尼57の一節に

「シュードラのためにサダーシヴァ・ヴィシュヌが正しく筆記を行なうであろう。」

56ナムリン・パンチェンの説明によると、ここに言及される「サダーシヴァ」について多数の解釈があ
り、諸註釈においてブッダ、ヴィシュヌ、ブラフマン、アヴァローキテーシュヴァラなど様々な尊格と同一
視される（Legs bshad snang byed 10a4ff.）。

57チベット大蔵経カンギュル・テンギュルにプラティサラー（So sor ’brang ma, Pratisarā）尊母に関連す
る護陀羅尼（raks.ā）や成就法（sādhana）が数篇あるが、これに一致する文言を見出すことができない。
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とあるが、その言葉も二者を同一のものとして述べているのではない。なぜなら、シュードラの
ためにマヘーシュヴァラ（シヴァ）あるいはヴィシュヌのいずれか一方が筆記を行なうであろう
という意味に解されるからである。また、その直接に現れる

「ヴァイシャのためにヴァイシュラヴァナ・デーヴェーンドラが筆記を行なうであろう。」

という言葉も、ヴァイシュラヴァナ、あるいはインドラ——シャクラともいう——のいずれか一
方が筆記を行なうであろうという意味であることは明らかだからである。

[211.325]

U=oT2F cWo1>cHo0>`oMoR`<o<`Zo%<oR`oLoHL=o0̂<o5[oTHdHoM;IoWoH<<oJo1>cHoJVoLZMZoFcn HL=o0̂<oH=o
HI<oJdoZd<Zo<?LZoTH`VoM?dHoUbWo6qo1>cHoJoWoH<dZoJoMoM?`ZoX`=oRcZo<lHZoIZoV=oWb<ZoLR<oJT`o<?LZo
Zbn <RIo<McT`o=dVoO=ZoJoH=o; ?LoT@b<oZd<ZoWoL<KdHo0><oMPHoJVoT2F cWoV`<ZoObWoSoMoFd<o<`oWb=o,@Zo
JVoH I=ZoIZoL<^+LZoT6q<o<KcoHcoH<oH=dZoT<Wo6qoT!̂VoVMoM`oT!̂Vn HL=o0̂<oH=oH I<oJdoRcZoJT=oM`=o

<`o'Mo2F=ZoU`Io!=`o9ZT`o=doLdoZdoZdoLoMoU`IoW<ZoZdn n

さらに、後世のある註釈者は、「サダーシヴァ」をイーシュヴァラ（自在天、シヴァ）とみなす者
に反論しようと考えて、この文脈においてイーシュヴァラやルドラなどを敬礼対象とすることに
は有用性がないと論じるが、自身の説を立てる段階においては、「〔トゥミは〕異教徒の考えに従っ
てブラフマンやヴィシュヌなどに対する称賛と敬礼をなさっているのだ」という解釈がどうして
合理的であるかということを、『宝篋経』の文言を長く引用して論証しようとしている。だが、そ
れら二つの主張は直接的に矛盾するのではないだろうか。なお、「イーシュヴァラ」と「ルドラ」
というのは同義語であって、〔二者は〕別々の神格ではない。

[211.326]

U=oTH`VoL<KIo!=`oM`=o<R`oRcZoJT=o;o>`<o<`Zo<ZWo1>cHo;doIoWo=dZoLSb=oLoI`n HcoLZo<d=o6qo<^HoH1 >=Zo
\"oW`o;doIVoLXHoJT`o<KdLZo;=`Zn HcoH=oTL DcWoMOb=ZoJT`oZ VHo6qoHco9KVoM`oT?Ho:oMcHo1̂=oLoWZo,!oMOIo

<RIoM`o<N=o=don nM`=o<R`oU`o<coNMoWo=dZoTP TIoJoI`o,!oMOIoH=oL>ZoJo<Kcn Td<o5[n M`=oO T<oL$dHoJo

1 qIo!=`o<R`n nU`o<cT`n RcZoH=on U`o<co\"oW`o1#oW`o<A`Zn nRcZoLXHoJZoM`=o<R`oU`o<coU`IoJVo2 )Lo>`=oU`o
<cT=o\"oW`o1 #oW`T`oLH<oA`Ho6qo2 )LoJT`o0>`VoVdn n

また、ここに言及されるming gzhi「基本音素」という語について、ある人は子音（gsal byed）の
みを意味すると理解しているが、彼はそれに先立って sgra dbyangs「音の旋律」[v. 1c]という表現
が a系列音（āli）のみを意味すると註釈していたので、それと関連づけて形を揃えるために、その
ように説明せざるを得なかったのであり、それ以外に特別な理由は見られない。ming gzhiを「音
節」一般の意味で理解することには正当な根拠がある。なぜなら、後の箇所で「全ての単語・文・
文集合の基本である文字（yi ge）58の…」[v. 3cd]、「音節は a系列音と ka系列音の二つである」[v.
4a]と説かれるので、ming gzhiは音節であることが確立し、さらに、音節は a系列音と ka系列音
を本質とすることが確立しているからである。

58yi geはサンスクリットの aks.araに相当し「音節」を意味するが、『三十頌』ではしばしば「文字」を意
味する。「音節」と「文字」という二つの概念の混在は『三十頌』全体に見られる現象である（稲葉 1986:
18–19、班青東周 2020を参照）。トゥミはあらゆる音素・音節（yi ge）を発する者としてマンジュシュリー
を讃え、さらに音素の創造者としてのサダーシヴァに敬礼していた。しかし、論書で主に論じられるのはチ
ベット語を表記する文字（yi ge）の結合法である。第 3詩節「あらゆる学習内容の基本を理解させるもの
であり、ヴェーダに関する理論の因子でもあり、全ての単語・文・文集合の基本である文字（yi ge）の結合
法をこれから説明しよう」においても yi geという語は「文字」を意味する。
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[211.4]

[211.41]

LR`oJoI`n

<McLo<k@dVoWc<ZoMPHoM;Zo'MZoH=on nLVoMoWoU=o0><oTOWoIZn n

RcZoJo<Kcn

第四（報恩を目的とした学者一般および特定の学者に対する敬礼）。

言語使用／美文詩59を正しく教示して下さった学者達や我が尊師にも敬礼して…60。[2cd]

[211.42]

<^Ho<?Ho;=`oL$ dHoJoH=oHdIo<McLoWc<ZoJVo<k@dVoLT`oObWo<KdIoJT`o<AdoIZoO T<oHdIo<A`ZoWoM`o[d=ZoJT`oXcZoVLo
<\@cHoJVo1>cHo7qZoJT`o<8q=o)VMoR`=oTHdMZoJVoMPHoJT`oM;ZoJo\@`oH=on 1>coL D<o5[oM;IoJdoA`HoWoHco9KT`o
1>oLoMPHoJT`oL DMoScoW`oL`o:oVoWoZd<ZoJT`oL VoMo'MZoWT=o0><oMPHoJo<Kcn IZo;= `o<^HoI`oM?dHoJVoL$dHo
S`IoMoG<oIZoLXHoJVoHMoL>ToLT`oOT<oTH IcIoJT`o0>`Vo9Z<oL>Zo;=`o<^HTdn n

音声言語の発声とその表示内容の結合体（sdeb）61を正しく構成する（sbyor）方法62を説示するこ
とによって、言葉とその意味の両者について迷妄しない智慧をもたらすことができる論書を著作
して教示なさった学者全般に〔作者は〕敬礼し、特に作者（トゥミ）自身に対してそのような〔教
示〕行為をして下さった婆羅門リピカーラ（Lipikāra）などの教師達にも敬礼なさっている。nas
という語は、敬礼を述べた直後に著作宣言の言葉を導くためのものであり、未完結接続助詞（lhag
bcas kyi sgra）である。

[211.43]

HcZoIo<McLo<k@dVoRcZoJo<^ Ho<?Ho;=`oT@b<oJo1>`=Zo+@ cIo'MoT!̂Vo'MZo<McLoWc<ZoJVo<k@VoLZoO T<oHdIoT<(WoLo
McHoJVo<KdIoJT`o0>`Vo<^HoV`<oJoH=on HcoA`HoAIoJdT`o'oLoH=oU`Ho6 qoT@cLZoX`=o=doMOVoLT`oZ VHo6qo9C`oU=o<`o
K Dc=oLoH=oO T<o<k@dVoObWo!=`oWbZo,@IoM=oJdoL<M cLZoIZo<k@dVoLo<McLo<k@dVoH=o<FIo=<o<KcoLdHoL&T`oHL=o6qoMPHo
JoU`Io!=`o?.MZoL<^!VoLT`o<McLo<k@dVoFcoO T<ZoL>Ho;doIoI`oTH`VoL<KIo1>oMoU`IoIdn n

したがって、sdeb sbyorとは言語使用のことであり、すなわち、動詞語根（byings, *dhātu）と接辞
（rkyen, *pratyaya）とヴィカラナ（rnam ’gyur, *vikaran. a）の結合体（sdeb）63を正しく構成すること

59シトゥによれば sdeb sbyorは「言語使用」もしくは「美文詩」の意味で解釈される。第一解釈は「結合
体（sdeb）の構成方法（sbyor）」または「結合体（sdeb）を構成すること（sbyor）」という語源解釈に基づく
ものであり、その場合の「結合体」（sdeb）とは「言葉と意味の結合体」もしくは「動詞語根と接辞とヴィカ
ラナの結合体」である。第二解釈は「作品の体と装飾要素を結合（sdeb）して構成（sbyor）したもの」と
いう語源解釈に基づく。

60稲葉 (1986: 318)は「音韻の結合を善くなし給へる諸學者とまた師長にも歸命し奉り畢つて」と訳す。
61sdebという動詞は「合わせること」（’grogs pa）、「結びつけること」（sbyor ba / sgrig pa）を意味する

（Tshig mdzod chen mo, s.v. sdeb pa）。ここでは動詞から派生した名詞で「結合体」（結びつけられたもの）と
いう意味になる。すなわち、sdebとは「言葉と意味の結合体」である。

62sdeb sbyorの第一解釈である。これによると「言葉と意味の結合体（sdeb）の構成方法（sbyor = sbyor
ba’i tshul）」という意味になる。

63sdeb「結合体」に関する別解釈である。直前の箇所で sdebは「言葉と意味の結合体」を意味していた
が、ここでは「動詞語根と接辞とヴィカラナの結合体」を意味する。



シトゥ『三十頌註』研究：チベット語の文字体系（班青・根本） 103

（sbyor ba）である。これによって言葉と意味を誤りなく説示するものが言葉の学問である。また、
まさにそれが学習者の耳を喜ばせて心を驚かせるようにするために、一連の長音節（lci, *guru）と
短音節（yang, *laghu）を構成し、単語を構成した形式を有する作品の体（lus, *śarı̄ra）と多くの
装飾要素（rgyan, *alaṁkāra）を結びつけて構成したものは sdeb sbyor（「作品の体と装飾要素を結
びつけて構成したもの」）64であり、美文詩（snyan ngag, *kāvya）である。〔ここでは sdeb sbyorと
いう語を〕チベット語の術語として考慮しているのであって、chandasの訳語としての sdeb sbyor
「韻文作品」のみが本詩節で語られているのではない。

[212]

<A`ZoJo)VMoJVoHMoL>ToLoWoH=dZoH=oRVo1̂=o<`oHdIoIdn n

第二「著作宣言」に関して [212.1]本文の提示と [212.2]付随的問題がある。

[212.1]

H=oJdoI`n

LZVLoJo1qIo!=`o<R`oTPTIo>`=on nV`<o1>cHo<lHoLo'MZo;=`o,!n n

M`=oO T<oL$dHoJo1qIo!=`o<R`n nU`o<cT`o<k@dVoLoLXHoJVo1>n n

RcZoJZoL<KIoFcn

第一（本文の提示）は以下の通りである。

あらゆる学習内容の基本を理解させるものであり、ヴェーダに関する理論の因子でもあり、全
ての単語・文・文集合の基本である文字の結合を説明しよう65。[3]

[212.2]

9Z<oJoObWo; D`MZoH=on ZcMZoH=oXcZoVLo;=`oLZ VLoJo<KcoZ=Zo,@ZoJT`oLZ VLoJT`o<R`oGMZo>Ho9KdZoJT`o<Ado
IZoTP TIoJVo1>cHo>`=on 0>`oVdWoJT`o=cZoL$dHn M?dHo<k@`In <FIoO T<oZ D`Ho<(=o<KcoV`<o1>cHoLR`oUIoW<oH=o
L>ZoJo'MZoH=on LSdo<Zdo<^HoOHoWoZd<ZoJoXcZo1>oV`<oJT`o<IZo;=`o<8q=oWb<ZoMGToH<o<l HoLo'MZo;=`o
,!T=oU`IoWn \@`VoU`o<coWZoM`=oM`=oWZoO T<oT1̂=oLoU`IoJT`o0>`VoT@`<o%cIoH=oT@`<o%cIoWZoTHZoJT`o

M`=oOT<oL$dHoJoGMZo>Ho;=`o<R`Vo!̂VoJoU`o<cT`o<k@dVoLoLXHoJVo1>Tdn nRcZoZdn n

増上戒学・増上心学・増上慧学という仏教徒の学習内容の全ての基本を依存関係を通じて66理解さ
せるものであり、異教徒の『リグ・ヴェーダ』『ヤジュル・ヴェーダ』『サーマ・ヴェーダ』『アタ
ルヴァ・ヴェーダ』という四ヴェーダおよびその補助学や、工芸学（工巧明）、医学（医方明）、言
葉の学（声明）、論理学（因明）などの学ばれるべきあらゆる学問体系の理論の因子でもあり、世
間および出世間の事柄に関わる全ての単語・文・文集合の基本——一般的に音節／文字（yi ge）67

64sdeb sbyorの第二解釈である。これによると sdebは動詞として解釈され、「作品の体と装飾要素を結合
（sdeb）して構成（sbyor）したもの」という意味になる。

65稲葉 (1986: 319)は「一切の所學の基を把握せしめ、吠陀の書物の因であり、一切の語と句と文との基
となる文字の結合を解説しよう」と訳す。

66学習内容の基本の理解は「文字の結合」に依存するからこのように言われる。
67一般的にインドの学問においては、単語・文・文集合の基本とされるのは音節（aks.ara）であるが、トゥ

ミとシトゥは文字（yi ge）をそれらの基本と捉え、なおかつその文字の結合について解説をしようとして
いる。ここで yi geという語は曖昧に使われ、「音節」と「文字」の間を行き来しているように見える。
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から単語が生まれ単語から文が生まれるので——である文字の結合を説明しよう。以上が〔本文
の意味〕である。

[212.2]

[212.21]

<A`ZoJoI`n Hco9KVoO T<ZoZboL>HoJoTH`ZoRVoWoL<KIoL>dZo;=`oH<dZoZd<Zo?dZoLR`T=oL<KIoJoU`IoFcn
<=Zo>Io6qoLHcoLVo<Xc<ZoJT`o<Zb=oVLoWoZd<ZoJVoT@b<oJT`oL&oH=o<?Ho;=`oT@b<oJoKWoMdo?co<ZWo
LVo1>cHoJT`oU`o<cT`o<k@dVoLo<=oU`IoJoI`o)oLoL,@HoJT`oL<KIoL>dZoTH`o'MZo;=`oL$dHo1>Tdn n

第二（付随的問題）。以上のことから、本詩節によって付随的に論書の目的などの四項目68も示さ
れている。すなわち、チベットでの仏説（善逝の聖言）などへの入門の手段となる言語協約と音
声言語の大部分の使用法を明らかにする文字の結合が何であるかというのが、この八章からなる
根本論書（rtsa ba brgyad pa’i bstan bcos）の主題（brjod bya, *abhidheya）である。

[212.22]

HcoA`HoTP TIo>`=o?bLoJVo1>ZoJoWoL%cIoIZoM`=oO T<oL$dHoJoGMZo>HoWoM`o[ d=ZoJT`oL Vdo2F dZo<\@coR`=oLZ VLoJo
<ZbMoH=oV`<o1>cHoZd<Zo<Nb<oW<o<A`Zo:VoT@b<oJT`oWMoU=ZoJVoT!̂VoLoI`oH<dZoJTdn n

まさにその〔文字の結合〕に関する理解と通達によって一切の単語・文・文集合について迷妄し
ない知が起こり、三学やヴェーダ学などの〔仏教内・仏教外の〕両方の学問体系へと趣入する道
が広がることが論書の目的（dgos pa, *prayojana）である。

[212.23]

HcoWoL%cIoIZo1>=o?bLo;=`oWMoWo\HdoLZoT@b<o>`=oMGVo!=`Zo'MoJoGMZo>HoM; ?cIoJoA`HoM=dIo6qo1>cHoJoI`o
H<dZoJT`oH<dZoJTdn n

その〔目的〕に依拠して菩提道に喜んで趣入し、段階を経て一切相智を現前にすることが究極の
目的（dgos pa’i dgos pa, *prayojanaprayojana）である。

[212.24]

A`=oH<dZoH<dZoJVoTL DcWn H<dZoJoL$ dHo1>VoTL DcWoR`=on L$dHo1>T=oUIoW<o0>`oMo0>`oMoNoMoNoMVo
TL DcWoLoI`oTLDcWoLTdn n

究極の目的が目的に関係し、目的が主題に関係し、さらに主題についてもそれぞれの後続者が先
行者に関係するということが、論書の関係（’brel ba, *sambandha）である。

[22]

<A`ZoJo<?LZoHdIoZbMo>boJoH=dZoWn U`o<cT`o<k@dVoLo,@ZoJVoLXHoJoH=on <HMZo=<oL$dHoJZoM@b<o
L<MYoLTdn n

第二「目下の主題である『三十頌』そのもの〔に関する詳説〕」に関して〔二点ある〕。[221]文字
の結合についての詳説、[222]教誡を述べることによる結論。

68論書の主題（brjod bya, abhidheya)、目的（dgos pa, prayojana）、究極目的（nying dgos, prayojanaprayojana)、
関係（’brel ba, sambandha）の四項目である。
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[221]

H=oJdoWn <k@Vo1>oU`o<cT`o'Mo<R<oH=on <k@dVoObWoOT<oTK DHo;=`oT@b<oJoLXHoJo<A`Zn

第一（文字の結合についての詳説）について二点ある。[221.1]結合される文字に関する画定、[221.2]
結合手段である助詞の機能に関する説明。

[221.1]

H=oJdoWn LdHoU`<o<`oH1>=Zo<ZWo=dZo<Sb=oLoH=on ; ?HoJVo! =`oH1>coLoL<KIoJo<A`Zn

第一（結合される文字に関する画定）について二点ある。[221.11]チベット文字の母音記号（dbyangs）69

と子音等表記文字（gsal）70の同定、[221.12]個別の区分に関する説示。

[221.11]

H=oJdoWoH=dZoH=oMGToH/>HoHdn n

第一（チベット文字の母音記号と子音等表記文字の同定）について二点ある。[221.111]本文の提
示、[221.112]考察。

[221.111]

[221.111.1]

H=oJdoI`n

U`o<co\"oW`o1 #oW`o<A`Zn n\"oW`o<ZWo1>cHo\`oZd<ZoLR`n n
1 #oW`oZbMo>boGMoJTdn n

RcZoJZoL<KIoFcn

第一（本文の提示）は以下の通りである。

音節は a系列音と ka系列音の二つである。a系列音を表記する記号は （̀-i）などの四つの
ものである。ka系列音〔を表記する文字〕は三十ある71。[4abc]

[221.111.2]

HcT=oU`o<coRcZo1 >oLoWc<Zo<k@Vo!=`o<?Ho6qn \o; XoVo<K coM`<o9KoLboTH IcIo1>cHo9Ko1>cHoWoZd<ZoJoM`=o6qoMZoL<FHo6 qo
UdHoWo:o9KoLboI`o<RIo!=`ZoMoU`IoJZoT!̂VoMcHoH=on 1>&ooIo<KcoM`=oO T<oMGToH<oTH`Zo<ZWoLZoIo<ZWo

69dbyangsはサンスクリットの svaraに相当する。シトゥは -i、-u、-e、-oの四つの母音記号を dbyangsと
呼称する。

70gsalあるいは gsal byedはサンスクリットの vyañjanaに相当する。シトゥは :o（ka）や ;o（kha）など
の文字を gsal byedと呼称する。後述するように（221.112.3）シトゥはチベット語で子音/k/と母音/a/を区分
することは無意味であると考えているので、厳密に考えると gsal byedの中には子音の要素（/k/）と母音の
要素（/a/）が共に含まれることになる。さらにまた、シトゥは母音/a/を表記する \o aを、ka系列文字の中
の独立群に置いているので、彼が言う gsal byedの中には実は「母音文字」も含まれることになる。以上の
問題を考慮するならば、gsal byedを「子音」や「子音文字」と訳すのは適切でなく、むしろ「子音等表記文
字」と訳すべきであろう。

71稲葉 (1986: 320)は「文字に母音と子音との二がある。母音を明らかにすれば iなどの四つであり、子
音を〔明らかにすれば〕三十である」と訳す。
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1>cHoH=on Q'o<KcoHdIoMGToH<oTH`ZoL$dHoJT`o0 >`Vo$dHo1 >cHo;==oU`IoR`=oHcoA`Ho9ZT`o<?Ho;=`oHL=o<`ZoH1>=Zo
U`<oL>bo6,<oH=on <ZWo1>cHoZbMo>bo)o<ZbMo6qoL<MYoLoZd<Zo<?Ho;=`o1>coL D<oH=o<?LZoGdLoWZo<NoO V<ZoJVo

T!̂VoIT=oV`<ZoMGbIoO V<ZoJVo1>ZoJT`oH1>=Zo<ZWo<A`ZoZboH1>coLoNMo! =`o<AdoIZoU`o<coMGToH<oL<MYZo

JT`o0>`Vo\"oW`o<K co\oKDc=oH=o1 #oW`o<Kco:oKDc=o<A`ZoZboH1>cTdn n

さて、[1] yi ge「音節」はサンスクリットで aks.araという。例えばmig「目」〔という単語〕は’dren
byed（*nayana）や lta byed（*dr

˚
s.t.i）などの幾つかの単語によって言い換え可能であるが、/ka/な

どといった〔音節〕は他要素によっては言い換え不可能であるから、「不壊なるもの」〔という意
味で aks.araと言われる〕72。また、[2]それはサンスクリットで vyañjanaという。これはあらゆる
単語や文を顕在化する手段であるから、「顕在化するもの」〔という意味で vyañjanaと言われる〕。
また、[3]それはサンスクリットで varn. aという。これはあらゆる対象を描写する手段であるから、
「描写するもの」〔という意味で varn. aと言われる〕。まさにそれは、神の言葉（サンスクリット）の
場合を考慮すれば、十六の母音と三十三の子音にまとめられるというように、言語の種別や文脈
（skabs thob）に応じて様々であるが、同類のもの同士でまとめると、母音と子音という二つの区分
のみによって全音節が包摂されるから、〔本詩節においても〕a系列音（āli = a phreng）と ka系列
音（kāli = ka phreng）の二つに区分されている。

[221.111.3]

HcoWZo<=ZoV`T`o; DdHoTH`VoT@cLZoJVoL)ToLT`o<?HoWoUd=ZoZbo2F<ZoX`=oAcoLVoM;doLoI`o\oW`T`o1 >oLo<ZWo
LVoMOVIoJVo1>cHoJT`oU`o<co\`o\bo\co\doLR`oH=on 1#oW`oMOVIoJVo1>cHoJn :o;o<o=on >o?o@oAn FoGoHo
In JoKoLoMn NoOoPoQn RoSoToUn VoWoXoZn [o\o<KcoZbMo>boGMoJoUdHoHdn n

その内、ここなる雪国チベットで聞き心地の良いものとみなされる言語（チベット語）において
広く知られ、かつ必須なのは a系列音の機能を顕在化して表記する （̀-i）、 b（-u）、 c（-e）、 d
（-o）の四つ〔の母音記号〕と、ka系列音を表記する :o;o<o=on >o?o@oAn FoGoHoIn JoKoLoMn No
OoPoQn RoSoToUn VoWoXoZn [o\n〔という文字〕である。〔後者は〕ちょうど三十ある。

[221.112]

[221.112.1]

<A`ZoJoMGToH/>HoI`n TH`o<?LZoT2F cWo1>cHoNoMo;o>`<o<`Zn \oU`<o\"oW`VoL2F=ZoJT`o\"oW`osoH=o1#oW`o
AcVoH2qVoTHdHoJo1̂=oMdHo;=`oM;IoJdT`oH<d=ZoJoMo%d<ZoJVo<SboWbMo1>ZoJVo<N=o<Kco)oLoWZoH=dZoT<Wo
6qo<lHZoJT`o0>`Vn

第二「考察」。この点について昔のある註釈者は/a/音を a系列音の一つとして数え、a系列音は五
つあり、ka系列音は二十九あると主張した73。しかし、彼は作者（トゥミ）のお考えを理解して
おらず、あまり考えずに論じていると思われる。なぜなら本文と直接矛盾する仕方で語っている
からである。

72阪本 (2018: 8, 11, n. 18)によると、もともとインドでは aks.ara（「不壊なるもの」「流動しないもの」）と
いう概念は、韻律の構成単位としての「音節」を意味していた。また、aks.araという術語が varn. a「音素」の
意味で用いられることもある。

73セルトク・ラマによると、サキャ・パンディタの『智者の口飾り』に現れる見解がここで批判対象と
なっている考えに一致する。Mkhas pa’i kha rgyan 217b4 (cf. Gser tog sum rtags 32.14ff.;班青東周 2020): de
la dang por dbyangs rnams ni lnga’o || yig bor ba rnams ni ’dir yan lag go ||（「さて、まず母音は五つある。/a/
音を除いたものがここでは従属要素である。」）
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[221.112.2]

TdoIoL&o\HdHoJT`o<Nb<oW<o'MZoWZoT1̂=oLoLR`Io6qoTH`VoU=oU`o<coO V<ZoJoMOb=ZoJVoZdoZdVoL<MYoLVo

MPHoIo\oU`<o;doIoO V<ZoJoM`oMOb=ZoJVoL<\@WoLT`oH<dZoJo>`oR`<o>cZoTH I`oIoTH`oWoNdIo?HoM;ZoJT`o<do
ZVoL8q<ZoJoM=oJdZoVdoTPTIo<UdoLVoMoMPHo;==oLXHoJVo1>o<Kcn

（反論：）ならば、諸々の文法学説に従って、本書でも〔トゥミは〕文字（yi ge）を同類群ごとに
整理してまとめているが、その時、\o字のみを独立の群に配当した目的は何であるのか。（答：）
これについて昔学者の地位についていた多くの人々は口を動かさなかったが〔私は以下のように〕
説明しよう。

[221.112.3]

Wc<ZoJVo<k@VoLT`o<?HoWo<ZWo1>cHoZ Dd<o>IoZ Dd<oMcHo<A`ZoZboH1 >coLT`oZ Dd<oHcoU`IoIoH1>=ZoU`IoJZo; ?LoJT`o
0>`Vo:^o9KoLboZDd<oMcHo+@=oJoL$ dHoM`oL5[LoJoU`IoR`=on LdHo6qT=on Wc<ZoScVoLo9KoLboW^oU`<o\co8q<Zo;=`o$cZo
Zbo<^oZ^oZ Dd<oMcHo<k@VoLoZd<ZoT<ToR`<oWoV`<ZoT2Fco7qZo;==on M<do>In TKbWo>In THd<Zo>IoZd<Zo;=`o
'Mo<R<oMPHoJZoMGTo<>`<o5[oZ Dd<o>IoZ Dd<oMcHo;=`oH1 >coLoHcoLHcoLT=oMoU`IoR`=oT@b<oJVoH:ToLoH=on
H<dZoJo9Z<oJdVoM`o?coLZoHco9KT`o'Mo<R<oMoMPHoHdn n

サンスクリットで vyañjana（例：/ka/）74は命を有する要素（srog can,例：/a/）と命を持たない要素
（srog med,例：/k/）の二つに区分されるが、そこでの「命」（srog）というのは必ず母音（dbyangs）
のことであるので、命を伴わない単独の/k/などは発声不可能なものであることになる。チベット
語においても例えば legs（「良い」）という〔語形〕は、/l/音に/e/を導入した後、命を伴わない/g/
と/s/を結合したものであるなどというように、ある部分では同じ論理を適用可能であるが、〔文字
に関しては〕有頭字・後置字・有足字などの画定を〔トゥミは〕制定しているのであるから75、必
ずしも命を有する要素と命を持たない要素に区分するのは有効ではないし、適用困難であり、特
に大きな必要性もないので、それと同じような画定を〔トゥミは〕制定しなかった。

[221.112.4]

HcoLZoIoL$dHo6 qoMcHoJT`oZ Dd<oMcHo+@=oJoTH`VoM`oTHdHo>`=o\oU`<oHco:oWoZd<ZoJVo8q<ZoJT`oGo<FHo1>VoMcHo
JZoHcZoHcoH<oWo\"oW`T`o1>oLo<ZWoLVo1>cHoMo7qZoJT`o0>`Vo1 #oW`T`o<McoOIo6qoTHIcIoJVoMPHoJoU`IoIdn n

そのような理由で、発声不可能な命を持たない単独の〔/k/など〕はここ（チベット語）では認め
られず、「/ka/などの中に/a/音が入っている」という言説も成り立たないので、その〔\oという文
字〕がそれら（/k/など）に対して a系列音の機能を表示することはできない。それゆえ〔トゥミ
は \oを〕ka系列の部類の中に導き入れたのである。

[221.112.5]

TdoIoM;IoJdZoU`o<coZ Dd<oMcHo;=`o'Mo<R<oMoMPHoIn Td<o5[oHcoWo\"oW`oLR`oJo<k@VoZd<Zo@`o9ZVoT2F cWo>co
In HcoI`oZ Dd<oMcHoWo\"oW`o8q<ZoJT`oHdIoMoU`Io!=`o1#oW`oHcoH<oA`HoWo'oVboZd<Zo<k@VoLT`oHdIoU`IoFcn <`o2 q

74シトゥは vyañjanaを子音そのものとはみなさず、母音/a/を含んだ/ka/などのことであると理解している。
75母音/e/あるいはそれを表記する母音記号 c（-e）は、それ自体では発声不可能な子音/l/に「命」（srog）

を吹き込む働きを持つのだと言えなくもないが、全ての頭字・足字・後置字・再後置字に関して同じ理論を
適用するのは難しい。そのため、チベット語・チベット文字に関しては、子音（例：/k/）と母音（例：/a/）
の組み合わせが文字で表記されるといった単純な理論は成り立たないとシトゥは考える。
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RLZo;n̂ T2F c=oLbn 'oVboLR`oWo\`o\bo\co\doLR`VoLF<ZoJT`o0>`VoH=oHcoH<o<`Zo:o9KoLbT`o<^HT`o=doLdoHcVo:`o
1 qo:co:doZd<Zo<^HT`o; ?HoJVo<\@cHo7 qZoJZo\"oW`T`o1>oLo<ZWoLVoMO VIo7 qZoJoNMoWoH<d=ZoIZo\"oW`T`o<^HVoU=o
<Zb=ZoJT`o0>`VoVdn n

（反論：）ならば、作者〔トゥミ〕は命を持たない要素（/k/など）についての画定を作らなかった
ことになるが、もしそうならば、後に現れる「それに第四の a系列を結びつけた、云々」[v. 7]76

という文言はどのように解釈されるのか。（答：）それは命を持たない要素（/g/など）に a系列音
（/o/）を導入するという意味ではなく、まさにそれらの ka系列文字に母音記号ナル（rna ru） d
（-o）などを結びつけるという意味である。なぜなら、キク（gi gu,「湾曲したもの」-i）、シャプ
キュ（zhabs kyu,「足枷」-u）、デンプ（’greng bu,「立ち上がったもの」-e）、ナル（rna ru、「カモシ
カの角」-o）という四つ〔の母音記号〕を〔トゥミは〕\`o、\bo、\co、\doと呼称するからであり、そ
れらは例えば/ka/という音節そのものに、/ki/、/ku/、/ke/、/ko/などといった音声の差異化をもたら
すことができるので、a系列音の機能を顕示することができるということだけをお考えになって、
〔トゥミは四つの母音記号を〕a系列〔記号〕という名称でも呼ぶからである。

[221.112.6]

HcZoIo1 #oW`oZbMo>boJoWo\"oW`oH=oJdo<k@VoLZo\`oU`<o5[oT2)LoJoZd<ZoU`IoJZoHcoH<o<`o\oU`<oI`oL$dHoHdIo
$cZoTL DcWo6qo1 >ZoJT`o0>`VoH1 >`oLVo1>oLoA`HoHdn n

したがって、三十番目の ka系列文字（\o）に一番目の a系列記号（ `）を結びつけることによっ
て〔\oは〕\`oとして成立するなどといったことになる。それゆえ、それらの〔\`o、\bo、\co、\doに
含まれる〕\oという文字は発声のための指標辞（rjes ’brel, *anubandha）とされたものなので、必
ずゼロ化されるべきである77。

[221.112.7]

TH`Vo;o>`<o<`o2 qoWoZd<ZoJo;doIoTH`VoL<KIo!=`o\"oW`oU`IoIoHcoH1>=ZoU`<oMoU`IoJVoT!̂VoFcn H1>=ZoI`o=o
VdT`o'MoJo>IoU`IoR`=oHcoH<oI`o<ZWo1>cHo<RIoWoMo9KdZoJVoTHdIo6qoMcHoJT`o0>`VoRcZoHd<ZoJo<\ @coLoZ D`Ho;==o
<\@dIoMcHoHcn H=dZoZboTH`Vo\"oW`oZ Dd<o8q<Zo;=`o'Mo<R<oMoMPHo;==oMO VIo1>cHoTH`oNMoWoL%cIoIZoH1>=Zo
;=`o1 >oLo<ZWoLVoMO VIo7qZoJoWoH<d=ZoJT`o0>`VoH=on Hco9KoMoU`IoIoWc<Zo<k@Vo9KVo\o\`oT6qZoJZo\co
Zd<ZoZboT!̂VoLVo;ZoWcIoH<dZoJT`o<\@dIoU=oUdHoJT`o0>`VoVdn n

ここである者には次のような疑問が起こるかもしれない。（疑問：）単独のキク（ `）などがここ
に言及される a系列に等しいならば、それは母音記号（dbyangs yig）ではないことになる。なぜ
なら、そもそも母音というものは音声（nga ro, *svara）という形を取るもの78であるのに対し、そ
れら（ `などの記号）は子音等表記文字（gsal byed）という他要素に依拠せずには発声不可能だ
からである。（答：）過失はない。なぜなら〔トゥミは〕明証的には本書の中で、命が入った a系
列記号（\`oなど）に関する規則を定めていないが、今の例によって〔後の箇所でも a系列記号は〕
母音の機能を表記したものであると示すことができるとお考えになっているからである。さもな

76完結助詞（slar bsdu ba）の形成に関わる規則である。完結助詞は <do、=do、Ldo、Mdo、Hdo、Ido、Tdo、Vdo、Wdo
、Zdoという十のものである。トゥミの説明によれば、これらは後置字として機能する十の文字のそれぞれ
に、/-o/を表記するための母音記号ナル（もしくはナロともいう）を結びつけたものである。

77例えば『三十頌』第 4詩節に \`oという語が現れる。これは母音記号キク（-i）を表すための代用物で
あるので、厳密には \`oではなく `として理解されるべきである。

78音声としての母音（dbyangs）は子音と結合していなくても、それ自体で発声可能なものである。
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ければ、サンスクリットの場合と同じように「\oと \`oの結合によって \coになる」79などと認めな
ければならないという過失もあるからである。

[221.112.8]

Hco9KVo<8q=oTH`T`o<?LZoZboU`o<coL<MYoObWoNMo6 qoMoSHo<ZWo1>cHo>cZoJoWT=oM=oJdZoT1(o<IdIoWd<oJVo1>Zo

T6q<oJZo;doLdZoWc<ZoJVoLXHoJoTH`oI`o<N=o1>cHo;=`oA`oMo?cIoJdo9KVoL<KcIoJVoTdZoZdn n

以上のことから、本書の当該箇所においては、文字の結合法に関してだけでなく、gsal byed「表
記」という言葉に関しても、多くの人々が誤った仕方で語釈を施しているのであるから、明るく
照らす偉大な太陽を崇拝するようにして、私のこの正しい解釈を崇拝するが良い。

[221.12]

<A`ZoJo;?HoJVo!=`oH1>coLoL<KIoJoWn MHdVoL<KIoJoH=on ,@ZoJVoLXHoJo<A`Zn

第二「個別の区分に関する説示」について二点ある。[221.121]概説、[221.122]詳説。

[221.121]

H=oJdoI`n

HcoWo$cZoT@b<oL>boU`IoFcn n
HcoWZosoI`oNdHo6qT=oT@b< nM`oT@b<oJoI`oA`o9qTdn n

RcZoJZoL<KIoFcn LXHoMoG<oJT`oU`o<co1 #oW`oHcoH<oWoH1>coIo$cZoZboT@b<oJoL>boH=on $cZoT@b<oHcoA`Ho
WZosoI`oNdIo6qT=oT@b<oJoU`IoJZoNdIoT@b<osoH=on N dIo$cZo<A`Zo:VoM`oT@b<oJT`oU`o<coA`o9qo<KcoOIoJo
<ZbMo6qoH1>cTdn n

第一（概説）は以下の通りである。

それらの内、後置字は十ある。その内の五つは〔基字の〕前にも起こる。〔基字の前後のいず
れにも〕起こらないものが二十ある80。[4d–5ab]

直前に説かれたそれらの ka系列文字を区分すると、後置字が十あり、まさにその十の後置字の中
の五つは〔基字の〕前にも起こるものであるので、前置字が五あり、〔基字の〕前後のいずれにも
起こらない文字が二十ある。このように三つの部類に区分される。

[221.122]

<A`ZoJo,@ZoLXHoWoH1>co<Ado\@`VoL<KIoJoH=on 1>coL D<oZdoZdVoLXHoJo<A`Zn

第二「詳説」について二つ点ある。[221.122.1]区分の観点に関する一般的説明、[221.122.2]各種
に関する個別的説明。

[221.122.1]

79サンスクリットの母音連声（サンディ）の規則によれば、/a/と/i/の結合によって/e/という音が成立する。
しかし、チベット文字の \oと \`oの結合から \coという文字は生まれない。シトゥはこの点に注意を喚起す
ることで、『三十頌』の主題が音声論ではなく文字論であることを示そうとしている。

80稲葉 (1986: 321)は「その〔子音文字〕を〔分類すれば、〕添後字は十である。その〔添後字〕中、五は
前へ添辞する。添辞しない〔文字〕は二十である」と訳す。



110 『比較論理学研究』（比較論理学プロジェクト研究センター報告）第 20号

[221.122.11]

H=oJdoI`n

1 #oW`o0 >cHoH=oL,@Ho<McoI`n nLR`oLR`oH<o5[o0>coLoWZn n

RcZoJZoL<KIoFcn

第一（区分の観点に関する一般的説明）は以下の通りである。

半群を含む八群の ka系列文字は四文字ずつに区分されることから81、[5cd]

[221.122.12]

$cZoT@b<oWoZd<ZoJVoH1>coLT`oGd<oMVo<McoJoZdoZdVo=cZoJVo1>oH<dZoJZn 1 #oW`oHco'MZo<McoJo0>cHoH=oL,@Ho
6qoL<dZoJT`o<McoJoVcoVcoWoU`o<coLR`oLR`VoH1>coLoU`IoR`=on HcT=o:o;o<o=o<McoJoH=oJdoZd<ZoIZn [o\o<McoJo
0>cHoJT`oLVo6qoZdoZdT`oM`=oXcZoJVo1>Tdn n

後置字などへの区分を行なう前に、文字群をそれぞれ確定せねばならないので、それらの ka系列
文字を、半群を含む八群（ka群、ca群、ta群、pa群、tsa群、zha群、ra群、ha群）に分け、各群
につき四文字ずつ（ただし最後の半群のみ二文字）に区分し、さらにそれについて :o;o<o=oという
第一群をはじめとし、[o\oという半群までの各群の名称を知るべきである。

[221.122.13]

WZoRcZoJoI`n H1 >coLo1>ZoJoTH`oWZoTd<o5[oH=oJdo<ZbMoJoZd<Zo;= `o<?LZoZboZdoZdT`oU`o<co'MZoH IIoJVo1>Tdo
RcZoJT`oHdIoFcoT1̂=o;b=ZoH=oTHIoLT`o,!oMOIo!=`o<^HTdn n

WZo las「～から」という語は、〔ka系列文字の〕区分をしている本詩節に続けて「第一群」や「第
三群」などという場合にそれぞれの文字を想起するべきであるという意味であり、〈起点〉に近似
するが〈理由〉を表す語である。

[221.122.2]

<A`ZoJo1>coLD<oZdoZdVoLXHoJoWn $ cZoT@b<oLXHoJn N dIoT@b<oLXHoJn M`oT@b<oJoLXHoJo<ZbMn

第二「各種に関する個別的説明」について三点ある。[221.122.21]後置字の説明、[221.122.22]前
置字の説明、[221.122.23]不置字の説明。

[221.122.21]

[221.122.211]

H=oJdoI`n

H=oJdo<ZbMoJoLR`oJoU`n nMZo<A`Zo6,<oJT`o<ZbMoJoH=on n
L6qIoJoWoI`oXoMo<Fd<Zn n$cZoT@b<oU`o<coL>boVboTHdHn n

81稲葉 (1986: 322)は「子音が七群〔に分たれる〕といふことは、各々四〔字〕づつに分たれるといふこ
とであるから」と訳す。
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>cZoJZoL<KIoFcn

第一（後置字の説明）は以下の通りである。

第一群・第三群・第四群のそれぞれの後半二つ（<o=oHoIoLoMo）と、第六群の第三番目（To）と、
第七群の中で Xo以外のもの（VoWoZo）が十の後置字として認められる82。[6]

[221.122.212]

<d=o6qo$cZoT@b<oL>boRcZoLXHoJoHco<=oRcoIn <McoJoH=oJdoH=o<ZbMoJoH=oLR`oJo'MZo;=`oMZo;=`oU`o<co<A`Zo
<A`ZoFcn <o=oHoIoLoMo'MZoH=on <McoJo6,<oJT`o<ZbMoJoToH=on L6qIoJT`oXoMo<Fd<ZoJT`o9Z<oMoVo
WoZo<ZbMoMdn nHcT=oU`o<coGMZo>Ho;=`o$cZoZboTH`oH<oT@b<oJT`o0 >`Vo$cZoT@b<o>cZo1 >oR`=oU`o<cT`o2F=ZoL>bo
A`Ho6qo=cZoJoU`IoIdn

（問：）上に後置字は十あると説かれているが、それらは何であるか。（答：）第一群・第三群・第
四群のそれぞれの後半二つの文字、すなわち <o -g、=o -ng、Ho -d、Io -n、Lo -b、Mo -mと、第六群
の第三番目である To -’(a)と、第七群の中で Xo -sh以外のもの、すなわち Vo -r、Wo -l、Zo -sの三つ
である。そして、これらは全ての文字の後（rjes）に起こる（’jug）ので「後置字」（rjes ’jug）と
呼ばれ、その文字の数はまさに十であることが確定している。

[221.122.22]

[221.122.221]

<A`ZoJoNdIoT@b<oLXHoJoI`n

$cZoT@b<oU`o<coL>boA`HoWZn nH=oJdo<ZbMoJosoLo6,< n
L6qIoJo'MZoI`oNdIo6 qT=oT@b< n

>cZoJZoL<KIoFcn

第二「前置字の説明」は次の通りである。

まさにその十後置字の中の第一（<o）、第三（Ho）、第五（Lo）、第六（Mo）、第七（To）は〔基字
の〕前にも起こる83。[7abc]

[221.122.222]

<d=o6qoNdIoT@b<o>cZoJo<=oRcoIn $cZoT@b<oU`o<coL>boLdoHcoA`HoWZn H=oJdo<o<ZbMoJoHn soJoLn 6,<o
JoMn L6qIoJoTo'MZoU`IoR`=oHcoH<o$cZoZboT@b<oJVoMoSHoU`o<co'MZo;=`oNdIo6qoT@b<oJT=oZ D`HoJZoNdIo
T@b<o>cZo;==o1>o<KcoU`o<cT`o2F=ZosVo=cZoJoU`IoIdn nNdIo$cZoTH`oH<o<`oT@b<oObWoI`o%<ZoT@b<o<`Zo,@ZoJVo
T?HoJVoT!̂VoVdn n

（問：）先に「前置字」と呼ばれていたものは何であるか。（答：）まさにその十後置字の中の第一
<o g-、第三 Ho d-、第五 Lo b-、第六 Mo m-、第七 To ’-である。それらは〔基字の〕後に起こるだけで

82稲葉 (1986: 323)は「第一〔群〕と第三〔群〕と第四〔群〕との後の二（<, =, H, I; L, M）と、第六〔群〕
の第三番目（T）と、第七〔群〕の中で Xを除いたもの（V, W, Z）とを、十添後字であると認定する」と訳す。

83稲葉 (1986: 323)は「十添後字の中、第一（<）と、第三（H）と、第五（L）と、第六（M）と、第七（T）
とは前へも添接する」と訳す。
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なく、基字の前（sngon）に起こる（’jug）こともあるので、「前置字」（sngon ’jug）とも呼ばれ、そ
の文字の数は五であることが確定している。これらの前置字と後置字の適用方法については『性
入法』で詳しく説明するであろう。

[221.122.23]

<ZbMoJoM`oT@b<oJoLXHoJoWn H=dZoH=on <?LZoHdIo!=`oM`=o<R`o;?HoJVo6qoLXHoJo<A`Zn

第三「不置字の説明」について二点ある。[221.122.231]本文の提示、[221.122.232]関連の主題で
ある基字についての個別的説明。

[221.122.231]

[221.122.231.1]

H=oJdoI`n

M`=o<R`o<A`ZoZMoZbMo<kHcWoWMn n
HcoWoH1>=Zo;=`oLR`o9MIoU=on n<=o6qT=oT@b<oM`Io<k@VoLT=oM`In n

RcZoJZoL<KIoFcn

第一（本文の提示）は以下の通りである。

基字としてのみ使用可能な文字を二つ結合したもの、三つ結合したもの、あるいはそこに母
音記号を加えて四つ組にしたものは決して使用されず、その結合は理に叶うものでもない84。
[7d–8ab]

[221.122.231.2]

NdIoT@b<oH=o$cZoT@b<oLZWoLT`o9Z<oMoM`=o<R`o;doIoU`IoJn :o;n >o?o@oAn FoGn JoKn NoOo
PoQn RoSoUn Xn [o\o<KcoU`o<coA`o9qoGMoJoHcoH<oI`oO U<oLVo<>`<o5[o<A`ZoZMo<ZbMo<kHcWoLTMoHcoWo
H1>=Zo\`oZd<Zo<=oVb=oVco<k @VoLZoLR`o9MIo6 qo1>ZoJn N: OK;n QS`Un 9KoLbo<=Zo9Ed=ZoZbo2F<Zo
JT`oGo<FHo<=oWT=oT@b<oJoM`IoJZoTH`oLR`Io<k@VoLVoV`<ZoJT=oMoU`IoIdn n

前置字および後置字〔として使用可能な文字〕を除いた残りのものは、基字としてのみ使用可能
な文字（ming gzhi kho na yin pa）である。すなわち、:o ka、;o kha、>o ca、?o cha、@o ja、Ao nya、
Fo ta、Go tha、Jo pa、Ko pha、No tsa、Oo tsha、Po dza、Qo wa、Ro zha、So za、Uo ya、Xo sha、[o ha、\o
aという二十の文字である。それらを一つの点字間（tsheg bar）の中で、二つあるいは三つ結合し
たものや、そこに `（-i）をはじめとするいずれかの母音記号を結合して四つ組にしたもの、例
えば *N:o、*OK;o、*QS`Uoといったものは、チベットで知られるいかなる言語表現においても使
用されないので、このような結合は理に叶うものでもない。

[221.122.232]

[221.122.232.1]

84稲葉 (1986: 324)は「〔前後字添接する以外のほかの〕基本が二つまたは三つ結合せられ、或はその〔結
合せられた〕ものに母音の四を有せしめても〔それは〕如何なる〔言葉〕としても用ひられない〔から〕結
合せられることは全く〔正しく〕ない」と訳す。
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<A`ZoJoI`n \@`Vo<8q=oTH`T`o<?LZoZboNdIo$cZoM`=o<ZbMo!=`ZoS VZo0>coLT`oM`=o<R`oRcZo1>oLoI`oNdIo$cZo;=`oT@b<o
JT`oU`o<co'MZo<=oWoT@b<oJVoT!̂VoLoHcoWoHco9KVoLF<ZoJZo<ZWo1 >cHoZbMo>boGMZo>HoM`=o<R`VoT!̂Vo
MdHo;=`n TdIo;==o<IZo<?LZo;=`oH1>coLoUdHoHcoHJcVoIoL<^+LZoScVoLo9KoLbT`oO UoL)U<ZoMT`oZo<oVo<ZbMoI`o

NdIoT@b<oLoH=on $cZoT@b<oLoZoH<o<`oT@b<oUbWo6qo! ^VoJT`o0>`VoM`=o<R`T`oGo<FHoGdLo>`=on VLo9KoLboWo
VoU`<oM`=o<R`oLoU`<o$cZoT@b<oH=oLVo9KoLboHcoWZoLSVd<oJT=oU`IoJT`o0>`VoVdn n

第二（関連の主題である基字についての個別的説明）。概して本書（『三十頌』）の場合には、前置
字・後置字・基字の三つに区分した時の基字（ming gzhi）というのは、およそ何であれ前置字と
後置字が導入される先の文字をそのように命名しているのである。それゆえ、全ての三十の子音
等表記文字（gsal byed, :oなど）が基字になり得るが、場合に応じた分析が成り立つ〔ので注意せ
ねばならない〕。なぜなら、例えば L<^ +LZo bsgrubsという例では、Zo s-、<o g-、Vo -r-の三つからな
る結合文字（<^Ho sgra）は、前置字 Lo b-と後置字 Lo -bおよび Zo -sの導入先となっているので「基
字」という名称を得ており、VLo rabという例の場合には Vo raという文字が基字で Lo -bという文
字が後置字であり、それを反転させた LVo barという例もそのようになる（Lo baが基字で Vo -rが
後置字となる）からである。

[221.122.232.2]

U=oL<^+LZoScVoLo9KoLbT`o\boU`<oZd<Zo\"oW`oLR`oJdo'MZoI`oM`=o<R`VoTdZo;==oTH`VoH1>=ZoZ Dd<o8q<Zo;= `o'Mo

<R<oMoMPHoJT`o0>`VoHcoTH IT`oGo<FHo1>VoMcHoJZo\boU`<oZd<Zo;=` o<^HZo<Zb=ZoJT`oRLZo;^oWoZd<ZoJoHco
'MZoTKbWo%cIoT@b<oUbWo!=`oM`=o<R`T`oUIoW<oWZoH=dZoM`IoFcn TH`VoL<KIo!=`o\"oW`o+@=oJoU`IoIoTKbWo
%cIo!=`o1>oLoM`oT@b<oJZo; ?LoJT`o0>`VoVdn n

また、L<^+LZo bsgrubsという例における b（-u）という〔母音〕記号のような四つの a系列記号は、
基字となるに値するものではあるが、本書で〔トゥミは〕命を伴う母音記号（dbyangs srog zhugs）
についての画定を考えておられないので、そのような〔母音記号についての「基字」という〕表現
はなし得ない。それゆえ、\boという文字などの記号を用いて〔トゥミが実際に〕表そうとしてい
るそれらシャプキュ（ b）などは前置字と後置字（’phul rten）85の導入先となる基字の構成部分で
あるが、基字の本体ではない。なぜなら、本書で語られる〔子音等表記文字を伴わない〕単独の a
系列記号であれば、そこには決して前置字と後置字の働きが導入されることはないからである86。

[221.122.232.3]

HcZoIoNdIoT@b<o$ cZoT@b<oM`=o<R`o>`oV`<ZoJVoT!̂VoLoN dIoT@b<oson $cZoT@b<oM`=o<R`o>`oV`<ZoJVo
T!̂VoLo$cZoT@b<oL>bn M`=o<R`o;doIoU`IoJo9Z<oMoM`oT@b<oJoA`o9 qoGMoJo<K co<ZbMo6qoH1>cVoUdHoJoWZn 1>co
L D<oTH`VoI`oM`oT@b<oJo;doIoT?HoJT`o<?LZoU`IoJT`o0>`VoGoMoTH`oA`HoLSb=oIZoLXHoS`IoFdn n

それゆえ、〔第 7詩節 abc句に言及される〕「前置字」とは〔正確には〕前置字と後置字と基字のい
ずれにもなり得る文字のことであり、それらは五つ（<oHoLoMoTo）ある。〔第 6詩節に言及される〕
「後置字」とは〔正確には〕後置字と基字のいずれかになり得る文字のことであり、それらは十の
もの（<o=oHoIoLoMoToVoWoZo）がある。基字としてのみ使用可能なそれ以外の文字（:o;n >o?o@oAn
FoGn JoKn NoOoPoQn RoSoUn Xn [o\n）が「不置字」であり、それらは二十ある。このよう

85’phulとは五つの前置字のことであり、rtenとは十の後置字のことである（Tshig mdzod chen mo, s.v. ’phul
rten）。

86シトゥによれば、基字とは前置字や後置字の導入先となる要素のことであるが、母音記号シャプキュに
それらが導入されることはないので、母音記号は基字そのものではなく、基字の構成要素に過ぎない。
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に三つに分類される内、特にここでは不置字のみについて説明される。そのような文脈に従って
〔私シトゥは〕まさにこの最後のものを取り上げて説明した。

[221.122.232.4]

TH`Vo;o>`<o<d=o6qn U`o<coGMZo>HoWoM`=o<R`Zo; ?LoJVoL<KIoJoH=oT<WoLVoHd<ZoJoZ D`Ho;==o<\@dIoMcHo
Hcn HcoH<o5[oI`o\@`VoU`o<coNMoWoH<d=ZoJZoU`o<coU`IoIn U`o<co\"oW`o:oW`o<A`Zn nRcZoJT`o<?LZoIZoL<KIo
JZo; ?Lo>`=on HcoWZoT@`<o%cIoTH`oA`Ho;=`oU`o<coU`IoIoM?dHoL$dHo<ZbMoJT`o<?LZo;=`oM`=o<R`oU`IoJZo; ?Lo
JoH=on M`=o<R`oHcoI`oM`=oO T<o<`o<R`Vo!̂VoJoWoH<d=ZoFcn HJcVoIoLdHoUbWo6qoU`o<co'MZoWZoT2F c=oLbo
NMoMcHoJZo;==oHcZoL$dHoJo@`o<FcHoUdHoJoAMZoJVoT!̂VoLZo=cZoJVoU`o<co@`o<FcHoJoM`=oO T<o<`o<R`VoH<dZo
JoLR`IoIdn n

ここである者は、先程87の「全ての yi geはming gzhiである」（yi ge thams cad la ming gzhis khyab）88

という言明と矛盾するのではないか、という疑念89を抱くかもしれないが、過失はない。それらの
箇所では〔文字ではなく〕音節一般が意図されていたからである。およそ何であれ音節であれば、
それは必ず「音節は a系列音と ka系列音の二つである」[v. 4a]という箇所に示されるところのも
のである。それに従うと、およそ何であれまさにこの世界にある音素（yi ge, *varn. a）であれば、
それは必ず第三の敬礼文の箇所 [v. 2ab]で言われていたところの「基本音素」（ming gzhi）である。
その場合の「基本音素」とは単語と文の基本となるものを意図している。例えばチベットでは、文
章の中からデンプ（ c -e）がなくなっただけでも、およそある限りの言語表現がそれによって壊
れてしまうので、必ず全ての文字（yi ge）が単語と文の基本として必須であるのと同様である。

[221.122.232.5]

Hco9KVoNdIoT2FcWo1>cHoT<Zo<KLZoWc<Zo;=`Zo<?LZoTH`T`oM`=o<R`T`o=dZoTP TIoNMoT2F `<o;==oH/>`Zo0 >`IoJT`o
Wc<ZoLXHoI`oVbZo<QWo!=`oRYoWoT2FIoS VVo<N=oLT`o0 >`VoV=o<KdLZo;=`ZoLXHoJoU`IoJZoL Vdo9MIo'MZoH!=cZoJT`o

TPbMoRWo=dMoJVoMPVHo>`< n

以上のように、過去のある註釈者が〔示した〕ここでの基字の識別法のみについて言えば、それ
らは偶然にして整合性の取れたものとなっているが、究極的に正しい説明というのは亀の毛に等
しい〔すなわち無に等しい〕と思われる。そのために〔私シトゥは〕自力で説明したのであるか
ら、知者の皆様にはどうか喜びの笑顔を見せて頂きたい。

[221.2]

<A`ZoJo<k@dVoObWoO T<oK DHo;=`oT@b<oJoLXHoJoWn $cZoT@b<oWo9KdZoJT`oK DHo'MoH1>coH=oL>ZoJoH=on K DHo
V=oHL=o>IoLXHoJo<A`Zn

第二「結合手段である助詞の機能に関する説明」について二点ある。[221.21]後置字に依存する助
詞と格についての説明、[221.22]独立助詞の説明。

87第 2詩節 ab句に「最初に基本音素（ming gzhi）を発せられたサダーシヴァに敬礼する」と説かれ、註
釈（211.311）で ming gzhiと yi geは同義語であることが示されていた。

88全ての yi ge「音素」の領域を ming gzhi「基本音素」の領域が遍充（khyab）していると理解しても良
い。音素と基本音素は同義であるので、この二つの概念は同円の関係にある。

89本書では yi geという語が「音素」「音節」「文字」の三つの意味で使用され、ming gzhiという語が「基
本音素」「基本文字」「基字」の三つの意味で使用される。ある人（kha cig）はそれらを混同し、yi ge thams
cad la ming gzhis khyabという言明を「全ての文字は基字である」という意味で理解するのであろう。
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[221.21]

H=oJdoWn Z VVoL<MYn WoHdIn \`o9MIo!=`o'MoH1>cn ,@Io<MYHn 9Z<oL>Zn T1>cHo<MYHn T1 ^=o;b=Zn

LdHoJT`o<^HoL<KIoJo<K coL,@HoHdn n

第一（後置字に依存する助詞と格についての説明）について八点ある。[221.211]完結助詞の説明、
[221.212] la don助詞の説明、[221.213] -iを有する格助詞（属格助詞）の説明、[221.214]累加副助
詞の説明、[221.215]接続助詞の説明、[221.216]選択詞（区分・集約）の説明、[221.217]奪格助
詞の説明、[221.218]呼びかけ表現の説明。

[221.211]

H=oJdoWoH=dZoH=on Wd<o%d<oZcWoLTdn n

第一（完結助詞の説明）について〔二点ある〕。[221.211.1]本文の提示、[221.211.2]誤解の排除。

[221.211.1]

[221.211.11]

H=oJdoI`n

$coT@b<oU`o<coL>boJdoI`n nM`=o<=o<`oI`oMGVo<k@VoLn n
HcoWo\"oW`oLR`oJo<k@Vn nZ VVoL<MYoLVoI`oXcZoJVo1 >n n

RcZoJZoL<KIoFcn

第一（本文の提示）は次の通りである。

十の後置字を任意の語の次に置き、そこに第四の a系列記号を結合したものが完結助詞であ
ると知るべきである90。[8cd–9ab]

[221.211.12]

NVoLXHoJT`o$cZoT@b<oU`o<coL>boJdoHco'MZoA`HoM`=oO T<o<=o<`oMGVo<k@VoLoUdHo;==oVb=on HcoH<oWo\"oW`o
LR`oJo\doU`<o<Kco'oVbo<k@VoLoI`n <?LZoLLo;=`oL$dHo1>T`oHdIoIMoO T<oHcoA`HoHcoNMo!=`ZoL<MYoLVoZd=oLZoZ VVo

L<MYT`o<^HoRcZoZMo*V<ZoOT<o>cZo;==o1>Tdn nRcZoZdn n

まさにその上述の十の後置字を、いかなる単語と文であっても構わないが、それらの次に置き、そ
こに第四の a系列記号、すなわちナル記号 d（-o）を結合したものが完結助詞（slar bsdu’i sgra）で
ある。なぜなら、主題に適合した表示されるべきまさにその意味や言葉は、それのみによってま
とめられている（bsdu bar song ba）からである。また、それはそれは終助詞（rdzogs tshig）とも
呼ばれる。以上が詩節の意味である。

[221.211.13]

HcT=o<8q=oTH`T`oH=dZoL<KIo! =`oHL=o6 qo1>ZoIn <d =don Ldn Mdn Hdn Idn Tdn Vdn Wdn Zdo<K coL>bo
JdoA`HoU`IoU=on HoH I<o<`oMGVoFdoTGdLoJZoL>bo<>`<o5[oT!̂VoVdn n

90稲葉 (1986: 325)は「十添後字がいづれの語の末尾に結合せられる〔ときにも〕それに母語の第四（o）
が結合せられたもの、〔それは〕「再摂」であると知るべきである」と訳す。
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ただし、それは本書が直接語っている事柄に即して言えば、<do go、=do ngo、Ldo bo、Mdo mo、Hdo do、
Ido no、Tdo ’o、Vdo ro、Wdo lo、Zdo soの十のみであることになるが、再後置字 Ho -dで終わる項目（da
drag）の次には Fdo toが得られる91ので計十一となる。

[221.211.14]

TdoIoTH`VoFdT`o<^HoMoL<KIoJo>`oRcoIn <8 q=oTH`o<T`o<XMo6qn $cZoT@b<oL>boU`oHdIoXcZoIn nRcZoH=on $cZo
T@b<o<k@dVoLoM;ZoJoIn nRcZoZd<Zo;=`o<?LZoZboT?HoJVoT!̂VoLoLR`Io<8q=oTH`Zo<N VoLdVo$cZoT@b<o<`o1>o
LoT?HoJoU`IoJT`o0>`Vn M`=o<R`o+@=oJT`o<^ Ho<N VoLdVo!̂VoJT`oK DHoLH<o<^HoNMoWZo<RIoTH`VoMo<Zb=ZoJo
U`IoIdn n

（問：）ならば、本詩節で Fdo toの文字を示していないのはなぜか。（答：）本書の終結部の「十の
後置字の意義を知るならば」[v. 25d]、「後置字の用法に熟練すれば」[v. 27c]などの箇所で説明さ
れるように、本書は主に後置字の機能を説明するものであるから、基字としてのみ使用可能な文
字を主とする助詞92については、本書では所有接尾辞（bdag sgra, Joおよび Jdo）にしか触れていな
いのである。

[221.211.15]

,!oMOIoHcZo<?LZoTH`T`oFdT`o<^ Ho<>`<oJbVoMoSHn 9Z<oL>Zo;=`oFcoH=on \`o9MIo!=`oU`oU`Zn ,@Io<MYHo;=`o

U=on T1>cHo<MYHo;=`oFMn WoHdIo! =`o5[n 'MZo;==oTH`VoMoL<KIoJT`o<IHo:oXcZoJVo1 >oR`=on ;=`o;=`Zo;==o

<Kco'MZoI`oT@b<oJT`oU`o<coH=o9ZIo>`<oJT`o<^Ho<NVoLdVo!̂VoJT`o0>`VoTH`VoU=o<Zb=ZoJoA`HoHdn n

そうした理由から、今の論題と関係する Fdo toという文字だけでなく、接続助詞 Fco te、-iを有する
助詞（属格助詞）U`o yiおよび U`Zo yis、累加副助詞 U=o yang、選択詞 FMo tam、la don助詞 5[o tu
も本書で言及されないのだという重要な点を理解しなければならない。ただし、;=`o kyi、;=`Zo kyis、
;==o kyang、<Kco steについては93、導入される文字と共に起こる文字〔すなわち後置字〕94が主要素
となっているので、本書でも必ず説かれるのである。

[221.211.16]

Hco9KoIo; ?cHoV=o<`ZoNVoT@b<oJT`oU`o<co'MZo;==oTKbWo%cIo!=`oUbWo6qo<k@dVoO UoM`=o<R`oA`Ho6qo;ZoL V=ZoJT`o0>`Vo
TK DHoTH`o'MZoWT=oMGTo%cIoT@b<oJT`o,!oMOIo! =`ZoM`=o<R`oA`Ho6qoGWoLZo$cZoT@b<o<`o1>oLVoM`oT!̂Vo

Vdn n<FMoIo<\@dIoMcHoHcn $cZoT@b<o<`o1>oLoRcZoJoI`o$cZoT@b<o<`oU`o<coL>boJdoHcoWo1>oLoT1̂=oLoNMo!=`o?oIZo
U`Io!=`n K DHoZd<ZoZbo2)LoS`IoIZoM`=o<R`oH=o$cZoT@b<o<=oU`IoH/>HoJT`o?oIZoMoU`IoJT`o0>`VoVdn n

（反論：）ならば、あなたは先程、前置字や後置字として使用可能な文字（’jug pa’i yi ge）も前置
字や後置字の導入先（’phul rten gyi yul)として使用される時には必ず基字となる95と認めているか

91例えば ! ^VHo（言語改訂法の制定後は ! ^Voと表記）の後に置かれる完結助詞は Fdoである（! ^VHoFdoもし
くは ! ^VoFdo）。

92完結助詞 Fdoを構成する Foという文字は、前置字・後置字・再後置字として使用されず、基字としての
み使用可能な文字の一つである。

93:oもまた、Foと同じく、基字としてのみ使用可能な文字である。
94例えば属格助詞 ;= `oは後置字 Hn Ln Znの後に起こる。シトゥによれば、これらの後置字こそが適用さ

れる助詞を決定づける主要素（gtso bo）となる。
95例えば Loは前置字や後置字として使用可能な文字であるが、L=oや LdHoなどにおいては Loが基字とし
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ら、これらの助詞にも後置字（mtha’ rten）が使用されているという理由により必ず基字であるこ
とになる96。それゆえ〔トゥミが説明しているのは〕後置字の機能ではないはずである。（答：）
過失はない。なぜなら、後置字の機能というのは、それらの後置字となり得る十の文字に〔他の
文字・母音記号との結合という形式的機能や、累加・接続・関係・選択などの意味的〕機能が起
こるというだけの点から成り立つのであって、助詞などとして成立した後に基字と後置字のいず
れであるかを考察する観点から成り立つのではないからである。

[221.211.17]

HoH I<o>Io!=`oMGVoFdoWoZd<ZoJoTGdLoJT`oHdIoI`n %<ZoT@b<o5[n HcoA`HoV=o<`o<^HoMGbIoJT`n nRcZoJT`o
<?LZoZboT?HoJVoT!̂VoLoLR`Io\@`VoLF=o$cZoT@b<oWo9KdZoJT`o'MoH1>coH=oK DHo'MZoWn <k@dVoUbWoM`=o
O T<o<`oMGToHcoH=o<k@VoLZoL$dHoJoLHcoR`=o<^HoMGbIoJoUdHoIo%<ZoMOb=ZoA`Ho<k@VoLVo1>oR`=on Hco9KoLbo
McHoITMoUdHo;==oL$dHoM`oLHcoIoL$dHoLHcoLo<=oU`Io<k@VoLVo1 >oLoU`IoJoH=on HcoH<o;==oT@`<o%cIo!=`o
2F<ZoJT`o$ cZoZboTL D=oH<dZoJZo$cZoT@b<o<RIo'MZoV=oV=oWo'oVboZd<Zo<k@VoLVo%<ZoMOb=ZoM`Io>`o
V`<ZoUdHo;==oL$dHoLHcoLoH=o2F<ZoX`=o2 )LoJT`o0>`VoTdZoJoU`IoWn

再後置字 Ho -dを有する項目の後に Fdo toなどが起こる97とはいかなることかと言えば、その意味
は次の通りである。『性入法』の「まさにその〔文字〕自身の音と一致する〔音を表す文字が導入
される〕」98という箇所で説明されるように、一般的に後置字に依存する格助詞と〔非格〕助詞の場
合には、導入先の単語や文の末尾と結合することによって発音しやすくなり、かつ同類音表記字
（sgra mthun pa）が存在するという二つの条件を満たすならば、同性文字（rtags mtshungs）のみを
結合するべきであるが、そのような〔同性文字〕が存在しない、もしくは〔同性文字が〕存在して
いても〔それを用いると〕発音しにくくなるという二つの条件のいずれかを満たすならば、任意
の発音しやすい〔音を表記する文字〕を結合するべきである。さらに、それらについても世間一
般の慣習には従うべきであるので、それ以外の後置字のそれぞれにナル記号 d（-o）などを結合
すると性が一致するものと一致しないものが共にあるが、発音しやすいものであり、かつ流布し
ており確立しているのであれば、〔それらの使用は〕適切である。

[221.211.18]

HoH I<o>In L<KIHn !̂VHn SWHn 9KoLbo'MZoWo1 Vd<oH<oJT`oHL=o<`Zn $cZoT@b<o<A`ZoWZoIo
VoWo'MZo;=`o<^Ho9q<Zo?coNMoH=oHT`o<^HoT1̂=oLVo?oLoNMoWZoM`o<ZWoLT`o0 >`Vn L<KIoHdn n1̂VoHdn nSWo
Hdn nL<KIHoHMn !̂VHoHMn O T<HoHMn 9KoLboI`oL$dHoLHcoLT=oMoU`IoR`=oUd=ZoZboMo2F<ZoJZoL$dHo
LHco%<ZoMOb=Zo<A`Zo:T`o<AdoIZo<^HoMGbIoJoI`oFdoH=oFMoZd<Zo;doIVo=cZoJT`o0>`VoVdn n

L<KIHo bstand、! ^VHo gyurd、SWHo stsaldのような再後置字 Ho -dを有する項目の場合には、正規の
発音（klog dag pa）に従うと、後置される二つの文字（後置字と再後置字）の内、Io na、Vo ra、Wo
laという〔文字で表記される〕音（/n/, /r/, /l/）の力はやや強いが、/d/音が生じるとそれらは僅か
にしか聞き取れなくなる。それゆえ、*L<KIoHdo bstan do、*1̂VoHdo byur do、*SWoHdo stsal do、*L<KIHo
HMo bstand dam、*! ^VHoHMo gyurd dam、*O T<HoHMo tshigd damといったものは発音しにくく、広く流

て使用されている。
96例えば選択詞 FMoには後置字 Moが使用されている。そこでは、後置字 Moの導入先となる Foが基字と

して機能している。
97連声規則に従えば、再後置字 Ho -dの後に完結助詞 Hdo doが結合するべきではないかという疑問が起こ

り得る。
98稲葉 (1986: 379)は「それら自らの〔性を一致し、或は音便によって〕連聲する」と訳す。
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布した形でもないので〔適切でなく〕、発音のしやすさと性の一致という二つの観点から、同類音
表記字は Fdo toや FMo tamなどのみに限定される。

[221.211.19]

Z VVoL<MYT`oK DHoHco'MZo;=` oHJcVoL$dHoJT=on %<o<d nLS=o=don nUdHoHdn nU`IoIdn n<^+LoLdn nLZMo

Mdn n1>Tdn nT!̂VoVdn nZcWoWdn n1 >ZoZdn nRcZoZd<ZoT1>MZo1VZoJoI`o<doLVoZVoR`=on HoH I<o>Io!=`oMGVoU=on
L<KIHoFdn n!̂VHoFdn nSWHoFdn n0>`IHoFdn nTP TIHoFdn nRcZoZd<ZoM=o6qoT1̂=oLo'MZoZdn n

そして、その完結助詞の具体例は %<o<do rtag go、LS=o=do bzang ngo、UdHoHdo yod do、U`IoIdo yin no、
<^ +LoLdo sgrub bo、LZMoMdo bsam mo、1>Tdo bya’o、T! ^VoVdo ’gyur ro、ZcWoWdo sel lo、1 >ZoZdo byas soなどで

あり、大抵は理解しやすい。さらに、再後置字 Ho -dを有する項目の後に L<KIHoFdo bstand to、!̂VHo
Fdo gyurd to、SWHoFdo stsald to、0>`IHoFdo phyind to、TP TIHoFdo ’dzind toのように多くの所に現れる〔Fdo
toも完結助詞の具体例〕である。

[221.211.2]

[221.211.21]

<A`ZoJoI`n <?LZoTH`VoT2F cWo1 >cHoNoMo;o>`<o<`ZoHcVo0>`IoFdo9KoLboZ VVoL<MYoH=dZoU`IoR`=o*V<ZoO T<o;==o

U`IoJoH=on %<o<do9KoLboZ VVoL<MYoNMoJdoLoH=on 1 >Tdo<FMoIZo1>cHoHdo9KoLboNMoJdoLT`o;d=ZoZbo<Fd<ZoNMo

WZoHdIo6qoHcT=oM`IoJVoTHdHoJoR`<oT6q<oJn HcoWoTH`oTH I`oLVo1>o<Kcn 1>TdoRcZoJT`oTdo<^HoL$dHoJT`oO UoTdo
<^HoHcZo<=oR`<o<MYHoH<dZoJT`oHdIoHcoL<MYZoJVoZd=o=MoMoZd=on Zd=oIoZ VVoL<MYoH=o*V<ZoO T<oH=dZoM`IoRcZo

L<FHoJT`o,!oMOIo>`oR`<

第二（誤解の排除）。この箇所に関して昔の註釈者で次のように主張する者がいる。

HcVo0>`IoFdo der phyin to「そこに到達した」という〔例における Fdo to〕は一次的な完結助詞であ
りかつ終助詞であるが、%<o<do rtag go「恒常的である」という〔という例における <do go〕は
二次的な完結助詞であり、他方、1>Tdo<FMoIZo1 >cHoHdo bya’o snyam nas byed do「実行しようと考え
て実行する」という〔例における Tdo ’o〕は二次的な完結助詞の部類の中に仮に含まれるのみ
であって、実質的にはそれですらない。

彼に次のことを問わねばならない。1 >Tdo bya’oという〔文字列における Tdo ’oが表す〕/o/音が発音
された時、その/o/音によって完結されるべきその表示内容は完結しているのだろうか、それとも
完結していないのだろうか。もし完結しているならば、〔Tdoが〕一次的な完結助詞と終助詞のいず
れでもないという理由は何であるのか。

[221.211.22]

HcoWo9KdZoX`=oTL DcWoLT`oO T<oHcoMoG<o5[oT1̂=oLZoZdoRcoIn TdoIo; ?cHo;=`ZoZ VVoL<MYoH=dZo;=`oMOIo<R`oMGTo

%cIo!=`o*V<ZoZdo9KoLboWZoM=o6 qoM`o8FcHoJVoT!̂VoFcn ; ?cHoV=o<`Zo*V<ZoO T<oH=dZoZbo;ZoL V=ZoJT`oHcVo0>`Io
Fdo9KoLboWT=o0 >`IoIZo;==o9KoLbT`oO T<o<RIo<kHcWoLT`oO UoHcoH=dZoMoU`IoJVoT!̂VoLoZd<Zo<8q=oTH`VoL<KIo!=`o
Z VVoL<MYT`o<^HT`oT@b<oJoKWoMdo?coZ VVoL<MYoH=dZoMoU`IoJVoT!̂VoLT`o0>`VoVdn nU=oMoZd=oScVoIoTdo<^HoWo7qZoJo

McHoJVoGWoLT`o<\@dIoUdHoHdn n

（反論：）それ（Tdoもしくは/o/）に依存し関係する表現（<FMoIZo1 >cHoHdo snyam nas byed do）が直後に
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起こるからである。（答：）ならば、あなたは一次的な完結助詞の具体例を、終結部99を拠り所と
する *V<ZoZdo rdzogs soといった例の他にはあまり多く見出すことがないであろう。なぜなら、あ
なた自身が一次的な完結助詞として認める HcVo0 >`IoFdo der phyin to「そこに到達した」という例にお
いても、0 >`IoIZo;==o phyin nas kyang「到達した後にも」といった後続の表現を接続する場合には、
それは一次的な完結助詞ではないことになる、というようにして本書で語られる完結助詞のほと
んどの使用例が一次的な完結助詞〔の例〕ではないことになるからである。また、もし〔/o/音に
よって表示内容は〕完結していないと言うならば、/o/音には〔文を完結させる〕能力がないこと
になってしまうという過失がある。

[221.211.23]

;doLdoI`o<8q=oTH`VoL<KIo!=`oZ VVoL<MYo<lHo<AdoIZoLXHoJT`oS Vo<M YHoHc=oZ=o*V<ZoO T<o5[o2F<ZoJo'MZoHdIo<>`<o

>`=on 1>Tdo<FMoIZo1>cHoHdo9KoLbT`oTdo<^HZo;==o<FMo,!T`oHdIoHcoL<MYZoX`=o*V<ZoJVo<do7qZoJZoZ VVoL<MYoH=dZo

U`IoFcn HJcVoIoL&o\H dHoJT`o<8q=o6 qn

2F=ZoWZo*V<ZoJoWoDoMoH<o<d n

RcZoJT`o+@cIo!=` o$cZoL`=oXoF`oM： RcZoJVoO T<o2Fd<Zo\`oF`oL"oN^UioRcZoJo<k@VoLZo*V<ZoO T<oH=dZoM`IoJVo
M`oT!̂VoLoLR`IoH=on :oVdoM"`oF`o>`.K coIo1F `oUoFcn RcZoJVoU=o1>oO T<oNo0>`oH<oF`=oMGToH=dZoU`IoJVo
MOb=ZoJo9KoLbTdn nRcZoT?HoJVo1>cHoHdn n

私自身は以下のように説明しようと思う。本書で言及される slar bsdu「完結助詞（再起を［防いで］
まとめる要素）」と、『言語の門』に説かれる zla sdud「完結助詞（同類項目をまとめる要素）」と、
最近 rdzogs tshig「終助詞」として広く知られるものは同義である。1 >Tdo<FMoIZo1 >cHoHdo bya’o snyam
nas byed do「実行しようと考えて実行する」といった場合の/o/音によってもまた〔聞き手は〕そ
の思考内容の終結を理解することができるので、〔その/o/音もしくはそれを表記する Tdoという文
字は〕一次的な完結助詞である。例えば文法学の論書（『カータントラ』）に

「数詞の後に序数の意味でd. a接辞とma接辞が起こる。」100

という〔ように規定されるma〕接辞で終わる項目の後に、例えば viṁśatimah.「二十番目の」とい
う〔語の後に〕、それと共起する表現 iti vācyam「～と語られるべきである」を結びつけても、〔ma
接辞で終わる項目が〕一次的な序数表現（rdzogs tshig, *pūran. a）でなくなるということはないの
と同様である。karomı̄ti cintayitvā karomi「私は実行しようと考えて実行する」（< karomı̄ti cintena
kriyate）101という表現においても、前後の二つの定動詞が共に本来的な定動詞接辞 tiṅで終わる語
形であるのと同じである。

[221.211.24]

U=o;o>`<o<`Zn $cZoT@b<oLoU`<o<`o$cZoZboJdoH=on HoZoH<o<`o$ cZoZboFdo<k @VoLVoTHdHoJoH=on ;o
>`<o<`Zn LoU`<oTHZoO T<oH=dZoU`IoJT`o$ cZoZboJdo<k@VoLVoLXHoMdHn NoMZoRcIoHdIo%<ZoMOb=Zo<k@Vo
;bWo6qoT6q<o;==o<d=o<RdZo9KVo%<ZoT@b<o<`oHdIoH/>`Zo0 >`IoJVoMo%d<ZoJZoV`<ZoT2F coGWo?cZoJT`o<\@dIoH=on

99チベット語で書かれた作品の終結部にしばしば *V<ZoZdo「終わり」という表現が現れる。
100KT 2.6.27: sāmkhyāyāh. pūrane d. amau |
101シトゥが提示するサンスクリット表現は文法的に破格である。ここではチベット語の bya’o snyam nas

byed do「実行しようと考えて実行する」に合わせて、当該のサンスクリット文を karomı̄ti cintayitvā karomi
と訂正した上で理解した。
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1>ZoFdo9KoLboX`Io5[oL$dHoM`oLHcoLoO U<Zo;=`Zo<k@VoLoHdIoMcHo>`=o2F<ZoJoWZo[o>=oL"WoLT`o<\@dIoU=oUdHo
Hdn n

さらにまた、ある者は「後置字 Lo -bの後に Jdo poが適用され、後置字 Ho -dと Zo -sの後に Fdo to
が適用される」と説明し、別のある者は「Lo b-という文字〔で始まる〕一次的過去形（’das tshig
dngos）の後に Jdo poが適用される」と説明する。しかし、前者の意見は、同性の文字同士が結び
つけられるということを意図したつもりかもしれないが、先述のような仕方で『性入法』の意味
を完全には理解していないがために、同種の論理を過大に適用してしまうという過失に陥ってい
る。1>ZoFdo byas to「実行した」というような非常に発音しにくい〔文字〕の強引な結合は無意味で
あるし、一般的慣習から甚だしく逸脱するという過失もある。

[221.211.25]

THdHoJo0>`oMoHcT=oV`<ZoJoMoU`IoFcn LoU`<o<`oMGToTHZoO T<oU`Io6qoS`Io;==oHcoA`HoH=o<k@VoLZoL$dHoLHco
R`=o<^HoMGbIoJoLoU`<o\do9MIoA`HoUdHoLR`Io6qo<RIoTO VWoLoWoH<dZoJoMcHoJT`o0>`Vn THZoO T<oU`IoJoXcZo
JT`o?cHo6qTdo<FMoIT=oM`oTGHoHcn Hco9KoIn &doL><o<d 9KoLboWT=on L><o:d RcZo<k@VoH<dZoJVo
T!̂VoLZo[o>=oGWoWdn n

後者の主張も合理的でない。なぜなら、Lo b-という文字で始まる語形は過去形であるかもしれな
いが、まさにそれとの結合によって発音が容易となりかつ同類音〔の/ph/音を表記する〕Lo baと
いう文字に d -oをつけたもの〔Ldo bo〕があるにも関わらず、他のものを探し求めることには意味
がないからである。「過去形であることを示すためである」というのも正しくない。もしそうであ
るならば、& doL><o<do rdo bcag go「石を割った」という例についても、*L><o:do bcag koというよう

に〔L><oの後に :doを〕結びつけねばならないことになるので、過大適用の過失となる。

[221.211.26]

U=oT2FcWo1>cHoKWo?cVo!=`Zn Z VVoL<MYT`o<^HoTH`o'MoH1>coH=oJdT`oHdIo6qoLXHo;==oX`Io5[oTGHoJVoMoMGd=o<Kcn

'MoH1>coH=oJdT`o<>`<oO T<o<`ZoI`oHdIo!=`o=doLdoNMoWZo<RIoM`o<KdIoWn TH`oI`o<MYHoJT`o<^HoU`IoJT`o0 >`VoHdIo

!=`o9Md<oJo<KdIo1>cHo6qoT!̂VoLZo;==o; ?HoJVo?coR`=on ; ?dHoWTdn nTH`oU`ZoZdn nZ Vd=oMdoLVoVdn nT1̂=o;b=ZoIZo
Zdn nLH<o<`Tdn nX`=oWTdn n%<o5[Tdn n9KoLbo<A`ZoJoWoZd<ZoJT`o'MoH1 >coGMZo>Ho;=`oMGVoU=oZ VVoL<MYo<k@Vo

LoUdHoJZn ; ?cHo9KVoIoHco'MZo;==o'MoH1>coH=oJdT`oHdIo>Io6 qoTHdHoH<dZoJT`o0>`VoVdn n

さらにまた、ほとんどの註釈者はこの完結助詞を第一格接辞（rnam dbye dang po）の意味を持つ
ものとして説明するが、決して合理的であるとは思われない。理由は以下の通りである。第一格・
単数形は事象そのもの（don gyi ngo bo tsam）を表示するのみで、それ以外のものを表示しないが、
それに対してこれは〔単語や文を〕閉じる言葉（sdud pa’i sgra）であるので、事象の停止を表示
する手段となる点でも大きな違いがある。また、;?dHoWTdo khyod la’o「あなたにである」、TH`oU`ZoZdo
’di yis so「これによってである」、ZVd=oMdoLVoVdo slong mo bar ro「托鉢僧にである」、T1 ^=o;b=ZoIZoZdo
’byung khungs nas so「源泉からである」、LH<o<`Tdo bdag gi’o「私のである」、X`=oWTdo shing la’o「木
にである」、%<o5[Tdo rtag tu’o「常にである」のように第二格接辞などの〔他の〕全ての格接辞の後
にも完結助詞が適用されることがあるので、あなたの考えによるならば、それらも第一格接辞の
意味を有するものとして認めねばならなくなる。

[221.211.27]

<lHZoJn
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Wc<ZoWc<Zo9KVo<N=o[ d=ZoLVdT`o'MoT! ^Vo!=`Zn nLHcIoLHcIoL>dZoJT`oO T<oKDc=o<ZcVoTdHo>In n
<ZWo<ZWoV`<ZoJT`o8q<Zo?cIoTH`ZoVc<oO Un n=cZo=cZoJ`+KoWoU`oV=oObWoLSb=on n
<RIoScVoM?`=oLbT`o6qMoLboM=oL<MYZoIZn nT2F`<oT2F `<oOT<o<`oZDHoLbVoL,!ZoIoU=on n

T<(WoMcHo'MoH/>dHoSd=o<`ZoAcVoLT`oL<^+LZoJT`n nWc<ZoLXHoHdoXWoTH`oH=oL<^+Io6qo>`n n

L VdoIdVo!=`ZoKd=ZoL ]Io"IoMboFdoLT`n nO V<ZoZbo<=oR`<oLD`MoJoMoTOWo;==on n

<SbVo<IZoM;ZoJo<IZoJT`oM6qIoZoHcVn nV`<ZoJT`oZ D=o<`ZoUdIoFIo9C `HoXcZoT!̂Vn n

以下のことが述べられる。

とても優れた知に似て非なる102愚昧な知103の変容によって最高の真実として捏造された黄金
の光を放つ一連の言葉は、とても明晰な論理104というこの強力な火に触れるならば、まさに
必ず真鍮（pittala）という本来の姿を取る。

他人の話の受け売り（gzhan zer）という多くの贋作の宝石のかけらを収集し、実にもっとも
らしい表現という紐でつないでも、無謬の分析という財物で作り上げたこの妙説という首飾
りとは比べようもない。

智慧という財産に乏しい老いた愚者という物乞い達の集会の中で何が施されたかは知らない
が、公明正大な学者達がいるその集会に行けば、論理という秤によって美質の重さを知るこ
とになるであろう。

略号と文献

(1)一次資料

(1-1)インド撰述文献

A As. t.ādhyāyı̄ (Pān. ini): see Cardona 1997.

UT Mahāyānottaratantraśāstra: E. H. Johnston ed. The Ratnagotravibhāga Mahāyānottaratantra-śāstra. Patna:
The Bihar Research Society. 1950.

KĀ III Kāvyādarśa Chapter 3 (Dan. d. in): see Dimitrov 2011.

KT Kātantra (Śarvavarman): J. Eggeling ed. The Kātantra with the Commentary of Durgasim. ha. Calcutta:
Stephen Austin and Sons. 1874.
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TS D Tattvasaṁgraha (Śāntaraks.ita): Tibetan Sde dge ed. Tshad ma Ze. Tohoku No. 4266.
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103シトゥ以前の註釈者達の劣った知性を「とても優れた知に似て非なる愚昧な知」と表現している。
104gsal gsal rigs pa「とても明晰な論理」。本書『三十頌註』に展開される論理のことを指す。
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rigs dpe skrun khang. 2002.
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1993.
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Gser tog sum rtags Bod kyi brda’ sprod pa sum cu pa dang rtags kyi ’jug pa’i mchan ’grel mdor bsdus te brjod
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Si tu’s Commentary on the Sum cu pa: Tibetan Writing System

PAN. CHEN DON GRUB, NEMOTO Hiroshi

The purpose of this study is to reveal the Tibetans’ own understanding of the Tibetan script (yi ge) based
on a reading of Si tu’s commentary on the Sum cu pa, entitled Mkhas pa’i mgul rgyan mu tig phreng
mdzes, one of the leading treatises in classical Tibetan grammar.

Si tu uses the term yi ge (Skt. aks. ara) in two senses: “syllable” (e.g., /a/, /i/, /ka/, /kha/, etc.) and
“script” (e.g., :o ;o etc.). In reading Si tu’s commentary, one must always be aware of the ambiguity of
yi ge.

Then, yi ge is divided into two categories: āli (“a-series”) and kāli (“ka-series”). In Si tu’s understand-
ing, Thon mi discusses only four ālis: /i/, /u/, /e/, and /o/. This means that, according to Si tu, āli does
not include /a/. The four vowel signs for -i, -u, -e, and -o are also called āli.

The thirty syllables from /ka/ to /a/ are called kāli. Also, the thirty basic letters (ming gzhi) from
:o to \o, which represent these syllables, are called kāli. It should be noted that the Tibetan kāli is
not necessarily an element containing a consonant; for within the thirty kālis is included /a/, which is
represented by either To or \o.

The present article contains an annotated Japanese translation of the beginning section of Si tu’s com-
mentary. What a close reading of the text reveals is Si tu’s unique idea of the ambiguity of yi ge, which
emerges as he goes back and forth between discussions about written language and spoken language.
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